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内科学（腎）	
 

1) 英文論文 

1. Ano S, Morishima Y, Ishii Y, Yoh K, Yageta Y, Ohtsuka S, Matsuyama M, Kawaguchi M, 

Takahashi S, Hizawa N. Transcription factors GATA-3 and RORγt are important for 

determining the phenotype of allergic airway inflammation in a murine model of asthma. J 

Immunol 190(3):1056-1065, 2013 

2. Gejyo F, Amano I, Ando T, Ishida M, Obayashi S, Ogawa H, Ono T, Kanno Y, Kitaoka T, 

Kukita K, Kurihara S, Sato M, Shin J, Suzuki M, Takahashi S, Taguma Y, Takemoto Y, 

Nakazawa R, Nakanishi T, Nakamura H, Hara S, Hiramatsu M, Furuya R, Masakane I, 

Tsuchida K, Motomiya Y, Morita H, Yamagata K, Yoshiya K, Yamakawa T. Survey of the 

effects of a column for adsorption of beta2-microglobulin in patients with dialysis-related 

amyloidosis in Japan. Ther Apher Dial 17(1):40-47, 2013 

3. Hirayama K, Yamagata K. The antiglomerular abasement membrane disease: treatments and 

outcomes. OA Nephrology 1(1):1, 2013 

4. Hoshino J, Mehrotra R, Rhee CM, Yamagata K, Ubara Y, Takaichi K, Kovesdy CP, Molnar 

MZ, Kalantar-Zadeh K. Using hemoglobin A1c to derive mean blood glucose in peritoneal 

dialysis patients. Am J Nephrol 37(5):413-420, 2013 

5. Hoshino J, Molnar MZ, Yamagata K, Ubara Y, Takaichi K, Kovesdy CP, Kalantar-Zadeh K. 

Developing an HbA(1c)-based equation to estimate blood glucose in maintenance 

hemodialysis patients. Diabetes Care 36(4):922-927, 2013 

6. Ishizu A, Tomaru U, Murai T, Yamamoto T, Atsumi T, Yoshiki T, Yumura W, Yamagata K, 

Yamada H, Kumagai S, Kurokawa MS, Suka M, Makino H, Ozaki S. Prediction of response 

to treatment by gene expression profiling of peripheral blood in patients with microscopic 

polyangiitis. PLoS One 8(5):e63182, 2013 

7. Kawamura T, Usui J, Kaseda K, Takada K, Ebihara I, Ishizu T, Iitsuka T, Sakai K, Takemura 

K, Kobayashi M, Koyama A, Kanemoto K, Sumazaki R, Uesugi N, Noguchi M, Nagata M, 

Suka M, Yamagata K. Primary membranoproliferative glomerulonephritis on the decline: 

decreased rate from the 1970s to the 2000s in Japan. Clin Exp Nephrol 17(2):248-254, 2013 

8. Nagai K, Saito C, Watanabe F, Ohkubo R, Sato C, Kawamura T, Uchida K, Hiwatashi A, Kai 

H, Ishida K, Sairenchi T, Yamagata K. Annual incidence of persistent proteinuria in the 

general population from Ibaraki annual urinalysis study. Clin Exp Nephrol 17(2):255-260, 

2013 

9. Nagai K, Ueda A, Yamagata K. Successful Use of Tocilizumab in a Case of Multicentric 
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Castleman's Disease and End-Stage Renal Disease. Ther Apher Dial doi: 

10.1111/1744-9987.12128, 2013 

10. Nakai S, Watanabe Y, Masakane I, Wada A, Shoji T, Hasegawa T, Nakamoto H, Yamagata 

K, Kazama JJ, Fujii N, Itami N, Shinoda T, Shigematsu T, Marubayashi S, Morita O, 

Hashimoto S, Suzuki K, Kimata N, Hanafusa N, Wakai K, Hamano T, Ogata S, Tsuchida K, 

Taniguchi M, Nishi H, Iseki K, Tsubakihara Y. Overview of regular dialysis treatment in 

Japan (as of 31 December 2011). Ther Apher Dial 17(6):567-611, 2013 

11. Okada K, Ma D, Warabi E, Morito N, Akiyama K, Murata Y, Yamagata K, Bukawa H, 

Shoda J, Ishii T, Yanagawa T. Amelioration of cisplatin-induced nephrotoxicity in 

peroxiredoxin I-deficient mice. Cancer Chemother Pharmacol 71(2):503-509, 2013 

12. Okubo R, Kai H, Kondo M, Saito C, Yoh K, Morito N, Usui J, Yamagata K. Health-related 

quality of life and prognosis in patients with chronic kidney disease: a 3-year follow-up 

study. Clin Exp Nephrol 2013 

13. Tsuruoka S, Kai H, Usui J, Morito N, Saito C, Yoh K, Yamagata K. Effects of irbesartan on 

inflammatory cytokine concentrations in patients with chronic glomerulonephritis. Intern 

Med 52(3):303-308, 2013 

14. Tsuruoka S, Yokota N, Hayasaka T, Saito T, Yamagata K. Dialyzability and 

pharmacokinetics of sitafloxacin following multiple oral dosing in infected hemodialysis 

patients. Ther Apher Dial 17(3):319-324, 2013 

15. Yamagata K, Usui J, Sugiyama H, Nitta K, Wada T, Muso E, Arimura Y, Koyama A, Makino 

H, Matsuo S. Clinical findings on ANCA-associated renal vasculitis from the Japan RPGN 

registry obtained via a questionnaire survey. Clin Exp Nephrol 17(5):646-649, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 秋澤忠男, 水口潤, 友雅司, 政金生人, 渡邊有三, 平方秀樹, 山縣邦弘, 西慎一, 花房規男, 

斎藤知栄, 服部元史, 伊丹儀友, 小松康宏, 川口良人, 鶴屋和彦, 椿原美治, 一之 鈴木, 酒

井謙, 川西秀樹, 稲熊大城, 山本裕康, 武本佳昭, 森典子, 岡田一義, 幡谷浩史, 秋葉隆, 井

関邦敏, 一般社団法人日本透析医学会. 維持血液透析ガイドライン	
 血液透析導入. 日

本透析医学会雑誌 46(12):1107-1155, 2013 

2. 秋葉隆, 山縣邦弘, 五十嵐徹, 井関邦敏, 石村栄治, 伊丹儀友, 今井圓裕, 笠井健司, 木全

直樹, 剣持敬, 古薗勉, 佐古まゆみ, 杉山斉, 鈴木洋通, 田邉一成, 椿原美治, 中井滋, 中山

昌明, 西慎一, 乳原善文, 服部元史, 樋之津史郎, 平松信, 望月隆弘, 八木澤隆, 湯沢賢治, 

横山仁, 日本透析医学会腎不全総合対策委員会. わが国の end-stage kidney 
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disease(ESKD)の現況. 日本腎臓学会誌 55(1):6-15, 2013 

3. 木村健二郎, 岡田浩一, 今井裕一, 田村功一, 西慎一, 和田隆志, 福井次矢, 松尾清一, 湯

澤由紀夫, 有村義宏, 堀江重郎, 丸山彰一, 今井圓裕, 守山敏樹, 池住洋平, 石倉健司, 井

関邦敏, 上田仁康, 小尾佳嗣, 大野岩男, 貝藤裕史, 香美祥二, 金崎啓造, 要伸也, 川田典

孝, 河原崎宏雄, 北川清樹, 北田宗弘, 小井手裕一, 古家大祐, 後藤俊介, 後藤眞, 後藤憲

彦, 近藤秀治, 佐古まゆみ, 柴垣有吾, 嶋英昭, 庄司哲雄, 新沢真紀, 鈴木芳樹, 諏訪部達

也, 坪井伸夫, 鶴岡秀一, 徳山博文, 富田亮, 長澤康行, 西尾妙織, 長谷部直幸, 花房規男, 

濱ひとみ, 早川洋, 原章規, 雅史 深川, 藤井直彦, 藤井秀毅, 藤野貴行, 古市賢吾, 丸山達

也, 丸山之進, 三浦健一郎, 三浦直人, 三ツ木加代, 武藤智, 望月俊雄, 森一越, 谷澤雅彦, 

安田宜成, 山本裕康, 山本陵平, 脇野修, 鷲田直輝, 渡辺裕輔, 原田浩, 荒木信一, 伊藤貞

嘉, 上村治, 臼井丈一, 内田俊也, 宇津貴, 宇都宮保典, 風間順一郎, 柏原直樹, 川村哲也, 

栗山哲, 小松康宏, 斉藤喬雄, 斎藤知栄, 酒井謙, 佐田憲映, 四方賢一, 杉山斉, 竹村司, 土

谷健, 椿原美治, 成田一衛, 服部元史, 花岡一成, 馬場園哲也, 樋口誠, 平野勉, 星野純一, 

堀尾勝, 山縣邦弘, 横山啓太郎, 横山仁, 吉川徳茂, 渡邊有三, 船橋徹, 益崎裕章, エビデ

ンスに基づく CKD診療ガイドライン作成委員会, 日本腎臓学会. 【エビデンスに基づ

く CKD診療ガイドライン 2013】. 日本腎臓学会誌 55(5):585-860, 2013 

4. 佐藤祐二, 今田恒夫, 井関邦敏, 守山敏樹, 山縣邦弘, 鶴屋和彦, 吉田英昭, 藤元昭一, 旭

浩一, 渡辺毅, 厚生労働科学研究費補助金「今後の特定健康診査・保健指導における慢

性腎臓病の位置付けに関する検討」. BMIと蛋白尿の関連は U字型を示す. 日本腎臓

学会誌 55(3):316, 2013 

5. 菅野真理, 田中健一, 林義満, 中山昌明, 井関邦敏, 守山敏樹, 山縣邦弘, 鶴屋和彦, 吉田

英昭, 藤元昭一, 旭浩一, 渡辺毅, 厚生労働科学研究費補助金「今後の特定健康診査・保

健指導における慢性腎臓病の位置付けに関する検討」. 不規則な食習慣と蛋白尿の関

連. 日本腎臓学会誌 55(3):316, 2013 

6. 鈴木亜衣香, 佐藤敬太, 黒崎敦子, 栗原泰之, 槇野博史, 松尾清一, 土橋浩章, 針谷正祥, 

山縣邦弘, 臼井丈一, 佐田憲映, 本間栄, 厚生労働省難治性疾患克服研究事業難治性血

管炎に関する調査研究班. ANCA関連血管炎における胸部画像所見の検討. 日本呼吸

器学会誌 2(増刊):322, 2013 

7. 鶴岡秀一, 横田徳継, 早坂常江, 斎藤鉄男, 飯野靖彦, 山縣邦弘. 維持透析患者における

シタフロキサシン(S)の透析性および薬物動態. 日本透析医学会雑誌 46(Suppl.1):538, 

2013 

8. 中井滋, 渡邊有三, 政金生人, 和田篤志, 庄司哲雄, 長谷川毅, 中元秀友, 山縣邦弘, 風間

順一郎, 藤井直彦, 伊丹儀友, 篠田俊雄, 重松隆, 丸林誠二, 守田治, 橋本整司, 鈴木一之, 
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木全直樹, 花房規男, 若井建志, 濱野高行, 尾形聡, 土田健司, 谷口正智, 西裕志, 井関邦

敏, 椿原美治, 日本透析医学会統計調査委員会統計解析小委員会. わが国の慢性透析療

法の現況(2011年 12月 31日現在). 日本透析医学会雑誌 46(1):1-76, 2013 

9. 中井滋, 山縣邦弘, 井関邦敏. 血液透析	
 末期腎不全患者数の推計. 日本透析医学会雑誌 

46(Suppl.1):403, 2013 

10. 長澤康行, 山本陵平, 新沢真紀, 蓮池由起子, 倉賀野隆裕, 楽木宏実, 猪阪善隆, 中西健, 

井関邦敏, 山縣邦弘, 鶴屋和彦, 吉田英昭, 藤元昭一, 旭浩一, 渡辺毅, 守山敏樹, 厚生労

働科学研究費補助金「今後の特定健康診査・保健指導における慢性腎臓病の位置付け

に関する検討」. 特定健診コホートにおける、運動習慣の尿蛋白陽性化への影響の検

討. 日本腎臓学会誌 55(3):327, 2013 

11. 針谷正祥, 山縣邦弘, 本間栄, 臼井丈一, 土橋浩章, 佐田憲映. 【血管炎-基礎と臨床のク

ロストーク-】 ANCA関連血管炎の病因・病理、診断・治療	
 ANCA関連血管炎の臨

床研究	
 抗好中球細胞質抗体関連血管炎・急速進行性糸球体腎炎の寛解導入治療の現

状とその有効性と安全性に関する観察研究(RemIT-JAV-RPGN). 日本臨床 71(増刊 1 血

管炎):381-386, 2013 

12. 山縣邦弘, 八木澤隆, 中井滋, 中山昌明, 今井圓裕, 服部元史, 五十嵐徹, 石村栄治, 井関

邦敏, 伊丹儀友, 乳原善文, 笠井健司, 木全直樹, 剣持敬, 佐古まゆみ, 杉山斉, 鈴木洋通, 

田邉一成, 椿原美治, 西慎一, 樋之津史郎, 平松信, 古薗勉, 望月隆弘, 湯沢賢治, 横山仁, 

秋葉隆, 高原史郎, 吉村了勇, 本田雅敬, 松尾清一, 秋澤忠男, 日本透析医学会腎不全総

合対策委員会. わが国の end stage kidney disease(ESKD)の現況. 移植 48(4-5):225-235, 

2013 

 

4) 英文以外の著書 

1. 相川健, 赤塚東司雄, 旭浩一, 伊藤稔, 上野誠司, 大友浩志, 大森聡, 折笠一彦, 風間順一

郎, 川口洋, 川崎忠行, 川名篤子, 木全直樹, 木村朋由, 熊川健二郎, 小島祥敬, 小林正人, 

新村浩明, 鈴木一裕, 関野宏, 常盤峻士, 戸澤修平, 中山昌明, 橋本樹, 堀井秀夫, 槇昭弘, 

政金生人, 松岡久光, 水口潤, 宮崎真理子, 柳田知彦, 山川智之, 山縣邦弘, 渡辺毅. "東日

本大震災	
 学術調査報告書	
 ー災害時透析医療展開への提言ー” (編集 一般社団法人

日本透析医学会東日本大震災学術ワーキンググループ), 医学図書出版 (東京) 2013;全

267ページ 

2. 臼井丈一. ANCA関連腎炎の患者をどう治療するか; "Bunkodo Essential & Advanced 

Mookシリーズ患者を末期腎不全にしないための CKD診療のコツ” (編集 今井圓裕), 

文光堂 (東京) 2013; pp206-212 



	
 8	
 

3. 臼井丈一, 山縣邦弘. CASE08. 感冒を契機に急性腎不全と肺胞出血を呈した 53歳男性; 

"New専門医を目指すケースメソッドアプローチ	
 腎臓疾患 (第 2版)” (編集 槇野博史), 

日本医事新報社 (東京) 2013; pp68-74 

4. 臼井俊明, 山縣邦弘. Q14	
 わが国の末期腎不全患者数は増加し続けるのでしょうか？; 

"CKD診療ガイド 2012	
 Q&A (第 1版)” (編集 今井圓裕), 診断と治療社	
  (東京) 2013 

pp31-33 

5. 河村哲也, 山縣邦弘. Q22 CKD のリスクは何でしょうか？; "CKD 診療ガイド 2012	
 

Q&A (第 1版)” (編集 今井圓裕), 診断と治療社 (東京) 2013; pp48-49 

6. 加瀬田幸司, 山縣邦弘. Q39	
 CKD患者の専門医への紹介の時期について教えて下さい; 

"CKD診療ガイド 2012	
 Q&A (第 1版)” (編集 今井圓裕), 診断と治療社 (東京) 2013; 

pp91-93 

7. 斎藤知栄, 山縣邦弘. 第 2 章 3. 国の CKD 診療に対する取り組み; "あなたも名医！

jmedmook29 透析まで行かせない！CKD診療” (編集 海津嘉蔵), 日本医事新報社 (東

京) 2013; pp6-11 

8. 斎藤知栄, 山縣邦弘. I	
 慢性腎臓病（CKD)	
 ３. CKDの治療全般・管理目標; "腎不全

治療レシピ (第 1版)” (編集 丹羽利允), 医学出版 (東京) 2013; pp26-37 

9. 富樫周, 山縣邦弘. Q41. CKD患者に対して透析導入はいつ、どのように説明すればい

いでしょうか？; "CKD診療ガイド 2012	
 Q&A (第 1版)” (編集 今井圓裕), 診断と治療

社 (東京) 2013; pp97-99 

10. 堀江重郎, 伊藤秀一, 岡田浩一, 菊池春人, 成田一衛, 西山勉, 長谷川友紀, 三上裕司, 山

縣邦弘, 油野友二, 武藤智. 血尿診断ガイドライン 2013; (第 1版)” (編集 血尿診断ガイ

ドライン編集委員会) ライフサイエンス出版 (東京) 2013; 全 80ページ 

11. 槇野博史, 木村健二郎, 山縣邦弘. "NHKきょうの健康	
 ここが聞きたい！名医に Q	
 腎

臓病のベストアンサー (第 1版)” (編集 槇野博史, 木村健二郎, 山縣邦弘), 主婦と生活

社 (東京) 2013 ; 全 128ページ 

12. 松永恒明, 山縣邦弘. 3巻. 尿細管間質性腎炎; "臨床病態学 3 (第２版)” (編集 北村聖), 

ヌーヴェルヒロカワ (東京) 2013; pp463-464 

13. 山縣邦弘. 第 2章	
 病理・病態生理. 病因１．微小変化型ネフローゼ症候群; "最新医

学	
 別冊	
 新しい診断と治療の ABC80/腎 8 ネフローゼ症候群” (編集 今井圓裕), 最新

医学社 (大阪) 2013; pp46-53 

14. 山縣邦弘. 主な原発性糸球体腎炎. １．溶連菌感染後急性糸球体腎炎; "内科学書 (第 8

版)” (編集 小川聡), 中山書店 (東京) 2013; pp453-455 

15. 山縣邦弘. 主な原発性糸球体腎炎. ２．急速進行性糸球体腎炎; "内科学書 (第 8版)”  
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(編集 小川聡), 中山書店 (東京) 2013; pp455-459 

16. 山縣邦弘. Part3. 慢性腎臓病の治療	
 —原因疾患とその対処法; "別冊 NHK今日の健

康	
 慢性腎臓病（CKD）” (編集 富野康日己), NHK出版 (東京) 2013; pp42-64 

17. 山縣邦弘. 2. 急速進行性糸球体腎炎症候群; "腎臓病薬物療法	
 実践ガイド (第 1版)” 

(編集 丹羽利允), 中山書店 (東京) 2013; pp203-214 

18. 山縣邦弘. 9. 腎疾患. 急速進行性腎炎症候群（ANCA関連腎炎を含む）; "今日の治療

指針	
 私はこう治療している 2013 (第 1版)” (編集 山口徹, 北原光夫, 福井次矢), 医学

書院 (東京) 2013; pp538-540 

19. 山縣邦弘. 第 6章. 第 1節、第 2節	
 「ネフローゼ症候群」、「腎炎」; "ナーシング・

グラフィカ	
 健康の回復と看護⑦	
 「疾病と治療」 (第 2版)” (編集 林正健二, 山内豊

明), メディカ出版 (大阪) 2013; pp150-159 

20. 山縣邦弘. 第 10章. CKD患者を専門医に紹介するタイミング—腎臓専門医との連携; 

"CKD診療ガイド 2012ガイドブック (第 1版)” (編集 今井圓裕), 医歯薬出版株式会社 

(東京) 2013;pp61-66 

21. 山縣邦弘, 臼井丈一. VI.糸球体疾患. 7.半月体形成性糸球体腎炎と ANCA関連腎炎; "

臨床腎臓内科学(第 1 版)” (編集 安田孝, 平和伸仁, 小山雄太), 南山堂 (東京) 2013; 

pp386-393 

22. 山縣邦弘, 臼井丈一. VI.糸球体疾患	
 14.感染に伴う糸球体疾患（MRSA, 細菌感染, ウ

イルス：肝炎ウイルスや HIV, その他）; "臨床腎臓内科学 (第 1版)” (編集 安田孝, 平

和伸仁, 小山雄太), 南山堂 (東京) 2013; pp448-456 

 

 

内科学（膠原病・リウマチ・アレルギー）	
 

1) 英文論文	
 

1. Anami A, Fukushima K, Takasaki Y, Sumida T, Waguri M, Murashima A, Wake N, 

Murashima A. The predictive value of SS-A antibody titration in pregnant women with fetal 

congenital heart block. Mod Rheumatol 23(4):653-658, 2013 

2. Furukawa H, Kawasaki A, Oka S, Shimada K, Matsui T, Ikenaka T, Hashimoto A, Okazaki Y, 

Takaoka H, Futami H, Komiya A, Kondo Y, Ito S, Hayashi T, Matsumoto I, Kusaoi M, 

Takasaki Y, Nagai T, Hirohata S, Setoguchi K, Suda A, Nagaoka S, Kono H, Okamoto A, 

Chiba N, Suematsu E, Fukui N, Hashimoto H, Sumida T, Ono M, Tsuchiya N, Tohma S. 

Association of a single nucleotide polymorphism in the SH2D1A intronic region with 

systemic lupus erythematosus. Lupus 22(5):497-503, 2013 
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3. Hasegawa M, Asano Y, Endo H, Fujimoto M, Goto D, Ihn H, Inoue K, Ishikawa O, 

Kawaguchi Y, Kuwana M, Ogawa F, Takahashi H, Tanaka S, Sato S, Takehara K. Serum 

chemokine levels as prognostic markers in patients with early systemic sclerosis: a 

multicenter, prospective, observational study. Mod Rheumatol 23(6):1076-1084, 2013 

4. Iizuka M, Tsuboi H, Matsuo N, Kondo Y, Asashima H, Matsui M, Matsumoto I, Sumida T. 

The crucial roles of IFN-g in the development of M3 muscarinic acetylcholine receptor 

induced Sjögren's syndrome-like sialadenitis. Mod Rheumatol 23(3):614-616, 2013 

5. Ishiguro N, Yamamoto K, Katayama, K, Kondo M, Sumida T, Mimori T, Soen S, Nagai K, 

Yamaguchi T, Hara M, Iguratimod-Clinical Study Group.  Concomitant iguratimod therapy 

in patients with active rheumatoid arthritis despite stable doses of methotrexate: a 

randomized, double-blind, placebo-controlled trial. Mod Rhumatol 23(3):430-439, 2013 

6. Kawasaki A, Inoue N, Ajimi C, Sada KE, Kobayashi S, Yamada H, Furukawa H, Sumida T, 

Tohma S, Miyasaka N, Matsuo S, Ozaki S, Hashimoto H, Makino H, Harigai M, Tsuchiya N. 

Association of IRF5 polymorphism with MPO-ANCA-positive vasculitis in a Japanese 

population. Genes Immun 14(8):527-529, 2013 

7. Shimane K, Kochi Y, Suzuki A, Okada Y, Ishii T, Horita T, Saito K, Okamoto A, Nishimoto 

N, Myouzen K, Kubo M, Hirakata M, Sumida T, Takasaki Y, Yamada R, Nakamura Y, 

Kamatani N, Yamamoto K. An association analysis of HLA-DRB1 with systemic lupus 

erythematosus and rheumatoid arthritis in a Japanese population: effects of *09:01 allele on 

disease phenotypes. Rheumatology (Oxford) 52(7):1172-1182, 2013 

8. Sumida T, Tsuboi H, Iizuka M, Asashima H, Matsumoto I. Anti-M3 muscarinic 

acetylcholine receptor antibodies in patients with Sjogren's syndrome. Mod Rheumatol 

23(5): 841-845, 2013 

9. Suzuki T, Horikoshi M, Sugihara M, Hirota T, Ogishima H, Umeda N, Kondo Y, Tsuboi H, 

Hayashi T, Chino Y, Matsumoto I, Sumida T. Therapeutic efficacy of tocilizumab in patients 

with rheumatoid arthritis refractory to anti-tumor necrosis factor inhibitors: One year 

follow-up by low-field extremity MRI. Mod Rheumatol 23(4):782-787, 2013 

10.Tsuboi H, Hagiwara S, Asashima H, Umehara H, Kawakami A, Nakamura H, Sano H, 

Tsubota K, Ogawa Y, Takamura E, Saito I, Inoue H, Nakamura S, Moriyama M, Takeuchi T, 

Tanaka Y, Hirata S, Mimori T, Matsumoto I, Sumida T. Validation of different sets of criteria 

for the diagnosis of Sjögren's syndrome in Japanese patients. Mod Rheumatol 

23(2):219-225, 2013 

11. Umeda N, Matsumoto I, Ito I, Kawasaki A, Tanaka Y, Inoue A, Tsuboi H, Suzuki T, Hayashi 
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T, Ito S, Tsuchiya N, Sumida T. Anti-citrullinated glucose-6-phosphate isomerase peptide 

antibodies in patients with rheumatoid arthritis are associated with HLA-DRB1 shared 

epitope alleles and disease activity. Clin Exp Immunol 172(1):44-53, 2013 

12. Yoon JH, Jung SM, Park SH, Kato M, Yamashita T, Lee IK, Sudo K, Nakae S, Han JS, Kim 

OH, Oh BC, Sumida T, Kuroda M, Ju JH, Jung KC, Park SH, Kim DK, Mamura M. Activin 

receptor-like kinase5 inhibition suppresses mouse melanoma by ubiquitin degradation of 

Smad4, thereby derepressing eomesodermin in cytotoxic T lymphocytes. EMBO Mol Med 

5(11):1720-1739, 2013 

 

2) 英文以外の論文 

1. 坪井洋人, 飯塚麻菜, 浅島弘充, 住田孝之. 【自己抗体】 抗 M3ムスカリン作働性アセチ

ルコリン受容体抗体とシェーグレン症候群. 日本臨床免疫学会会誌 36(2):77-85, 2013 

 

4) 英文以外の著書 

1. 住田孝之. 第 1部. 膠原病・リウマチの概念と歴史; "EXPERT	
 膠原病・リウマチ改訂 (第

3版)” (編集 住田孝之), 診断と治療社 (東京) 2013; pp2-6 

2. 松本功. 第 2部. 自己抗体と自己免疫疾患; "EXPERT	
 膠原病・リウマチ改訂(第 3版)” 

(編集 住田孝之), 診断と治療社 (東京) 2013; pp27-32 

3. 住田孝之. 第 4部. Sjögren’s 症候群; "EXPERT	
 膠原病・リウマチ改訂 (第 3版)” (編集 住

田孝之), 診断と治療社 (東京) 2013; pp217-225 

4. 坪井洋人. 第 4部. 好酸球性筋膜炎; "EXPERT	
 膠原病・リウマチ改訂 (第 3版)” (編集 住

田孝之), 診断と治療社 (東京) 2013; pp352-353 

5. 近藤裕也, 金森章浩. 第 4部. 色素沈着性絨毛性滑膜炎; "EXPERT	
 膠原病・リウマチ改

訂(第 3版)” (編集 住田孝之), 診断と治療社 (東京) 2013; pp354-356 

6. 後藤大輔. 第 4部. 膠原病・リウマチ疾患の診断基準一覧; "EXPERT	
 膠原病・リウマ

チ改訂(第 3版)” (編集 住田孝之), 診断と治療社 (東京) 2013; pp356-358 

7. 後藤大輔. 第 6部. 膠原病・リウマチ疾患の診断基準一覧; "EXPERT	
 膠原病・リウマ

チ改訂(第 3版)” (編集 住田孝之), 診断と治療社 (東京) 2013; pp370-398 

8. 住田孝之. 第 14章. 全身性エリテマトーデス; "今日の治療指針	
 私はこう治療してい

る (第 1版)” (編集 山口徹, 北原光夫, 福井次矢), 西村書店 (新潟) 2013; pp741-743 

9. 住田孝之. 第 10章. IgG4 関連疾患; "今日の治療と看護	
 改訂版 (第 3版)” (編集 永井良

三, 太田健総), 南江堂 (東京) 2013; pp896-897 

10. 住田孝之. Sjögren症候群; "内科学 (第 10版)” (編集 矢崎義雄), 朝倉書店 (東京) 2013; 
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pp1269-1273 

11. 住田孝之. 臨床編Ⅰ. シェーグレン症候群; "免疫・アレルギー疾患	
 イラストレイテ

ッド (第 1版)” (編集 田中良哉), 羊土社 (東京) 2013; pp166-171 

12. 住田孝之. Sjögren症候群; "内科学書 (第 8版)” (編集 小川聡), 中山書店 (東京) 2013; 

pp222-225 

13. 住田孝之. 膠原病・リウマチ疾患の診断基準一覧; "リウマチ病セミナーXXII (第 1

版)” (編集 七川歡次), 永井書店 (大阪) 2013; pp1-7 

14. 堤明人, 住田孝之. 第 2部. C反応性蛋白（CRP）; "臨床検査ガイド 2013～2014 (第 1

版)” (編集 MedicalPractice編集委員会), 文光堂 (東京) 2013; pp201-204 

 

 

内科学（血液）	
 

1) 英文論文	
 

1. Fukuda K, Kurita N, Sakamoto T, Nishikii H, Okoshi Y, Sugano M, Chiba S. Post-transplant 

gastric antral vascular ectasia after intra-venous busulfan regimen. Int J Hematol 

98(1):135-138, 2013 

2. Kako S, Kanamori H, Kobayashi N, Shigematsu A, Nannya Y, Nakamae M, Shigeno K, 

Suzukawa K, Takeuchi M, Tsuzuki M, Usuki K, Hatanaka K, Ogawa K, Mitani K, Nawa Y, 

Hatta Y, Mizuno I, Kanda Y. Outcome after first relapse in adult patients with Philadelphia 

chromosome-negative acute lymphoblastic leukaemia. Br J Haematol 161(1):95-103, 2013 

3. Kanda Y, Oshima K, Kako S, Fukuda T, Uchida N, Miyamura K, Kondo Y, Nakao S, 

Nagafuji K, Miyamoto T, Kurokawa M, Okoshi Y, Chiba S, Ohashi Y, Takaue Y, Taniguchi S. 

In vivo T-cell depletion with alemtuzumab in allogeneic hematopoietic stem cell 

transplantation: Combined results of two studies on aplastic anemia and HLA-mismatched 

haploidentical transplantation. Am J Hematol 88(4):294-300, 2013 

4. Katsutani S, Tomiyama Y, Kimura A, Miyakawa Y, Okamoto S, Okoshi Y, Ninomiya H, 

Kosugi H, Ishii K, Ikeda Y, Hattori T, Katsura K, Kanakura Y. Oral eltrombopag for up to 

three years is safe and well-tolerated in Japanese patients with previously treated chronic 

immune thrombocytopenia: an open-label, extension study. Int J Hematol 98(3):323-330, 

2013 

5. Kikuchi M, Nakasone H, Mitani K, Gotoh M, Kobayashi A, Kurita N, Saito T, Sato K, Kanda 

Y, Japan H, Oncology Clinical Study G. Retrospective assessment of secondary prophylaxis 

for invasive aspergillosis in neutropenic hematology patients and identification of risk factors 
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for relapse of fungal disease. Scand J Infect Dis 45(7):531-536, 2013 

6. Kojima M, Nishikii H, Takizawa J, Aoki S, Noguchi M, Chiba S, Ando K, Nakamura N. 

MYC rearrangements are useful for predicting outcomes following rituximab and 

chemotherapy: multicenter analysis of Japanese patients with diffuse large B-cell lymphoma. 

Leuk Lymphoma 54(10):2149-2154, 2013 

7. Kon A, Shih LY, Minamino M, Sanada M, Shiraishi Y, Nagata Y, Yoshida K, Okuno Y, Bando 

M, Nakato R, Ishikawa S, Sato-Otsubo A, Nagae G, Nishimoto A, Haferlach C, Nowak D, 

Sato Y, Alpermann T, Nagasaki M, Shimamura T, Tanaka H, Chiba K, Yamamoto R, 

Yamaguchi T, Otsu M, Obara N, Sakata-Yanagimoto M, Nakamaki T, Ishiyama K, Nolte F, 

Hofmann WK, Miyawaki S, Chiba S, Mori H, Nakauchi H, Koeffler HP, Aburatani H, 

Haferlach T, Shirahige K, Miyano S, Ogawa S. Recurrent mutations in multiple components 

of the cohesin complex in myeloid neoplasms. Nat Genet 45(10):1232-1237, 2013 

8. Koyama D, Kikuchi J, Hiraoka N, Wada T, Kurosawa H, Chiba S, Furukawa Y. Proteasome 

inhibitors exert cytotoxicity and increase chemosensitivity via transcriptional repression of 

Notch1 in T-cell acute lymphoblastic leukemia. Leukemia doi: 10.1038/leu.2013.366., 2013 

9. Kurita N, Obara N, Fukuda K, Nishikii H, Sato S, Inagawa S, Kurokawa T, Owada Y, 

Ninomiya H, Chiba S. Perisurgical induction of eculizumab in a patient with paroxysmal 

nocturnal hemoglobinuria: its inhibition of surgery-triggered hemolysis and the consequence 

of subsequent discontinuation. Blood Coagul Fibrinolysis 24(6):658-662, 2013 

10. Lee SY, Kurita N, Yokoyama Y, Seki M, Hasegawa Y, Okoshi Y, Chiba S. 

Glucocorticoid-induced diabetes mellitus in patients with lymphoma treated with CHOP 

chemotherapy. Support Care Cancer doi: 10.1007/s00520-013-2097-8., 2013 

11. Maie K, Okoshi Y, Takaiwa N, Kurita N, Hasegawa Y, Homma M, Ishii K, Kohda Y, Chiba 

S. Aprepitant does not alter prednisolone pharmacokinetics in patients treated with R-CHOP. 

Ann Oncol doi: 10.1093/annonc/mdt477. , 2013 

12. Sakamoto K, Nakasone H, Tsurumi S, Sasaki K, Mitani K, Kida M, Hangaishi A, Usuki K, 

Kobayashi A, Sato K, Karasawa-Yamaguchi M, Izutsu K, Okoshi Y, Chiba S, Kanda Y. 

Prednisone versus high-dose dexamethasone for untreated primary immune 

thrombocytopenia. A retrospective study of the Japan Hematology & Oncology Clinical 

Study Group. J Thromb Thrombolysis doi:10.1007/s11239-013-0939-3, 2013 

13. Sakamoto T, Obara N, Kurita N, Sakata-Yanagimoto M, Nishikii H, Yokoyama Y, 

Suzukawa K, Hasegawa Y, Chiba S. Effectiveness and safety of rabbit anti-thymocyte 

globulin in Japanese patients with aplastic anemia. Int J Hematol 98(3):319-322, 2013 
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14. Strehl S, Konig M, Boztug H, Cooper BW, Suzukawa K, Zhang SJ, Chen HY, Attarbaschi A, 

Dworzak MN. All-trans retinoic acid and arsenic trioxide resistance of acute promyelocytic 

leukemia with the variant STAT5B-RARA fusion gene. Leukemia 27(7):1606-1610, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 坂田(柳元)麻実子, 千葉滋. Myeloid Malignancies in a New Era of Molecularly Targeted 

Therapy 造血器腫瘍におけるシトシンのヒドロキシメチル化修飾異常. 臨床血液 

54(5):423-430, 2013 

2. 周山拓也, 小原直, 河合弘二, 山田健二, 日下部学, 栗田尚樹, 錦井秀和, 横山泰久, 鈴川

和己, 長谷川雄一, 野口雅之, 千葉滋. 精巣胚細胞腫瘍由来の発症が示唆された急性骨

髄性白血病. 臨床血液 54(8):764-768, 2013 

3. 千葉滋. 骨髄異形成症候群のゲノム異常と病態. 臨床血液 54(10):1687-1696, 2013 
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Dermatol 23(4):522-523, 2013 

27. Kawashima H, Kawachi Y, Fujisawa Y, Furuta J, Nakamura Y, Ishii Y, Ichikawa E, Otsuka 

F. Circumscribed palmar hypokeratosis: implication of suppression of early epidermal 

differentiation. Eur J Dermatol 23(2):261-262, 2013 

28. Le Huu D, Matsushita T, Jin G, Hamaguchi Y, Hasegawa M, Takehara K, Tedder TF, 

Fujimoto M. Donor-derived regulatory B cells are important for suppression of murine 

sclerodermatous chronic graft-versus-host disease. Blood 121(16):3274-3283, 2013 

29. Maruyama H, Fujisawa Y, Nakamura Y, Kawachi Y, Otsuka F. Penile preservation surgery 

in a case of erythroplasia of Queyrat involving the glans penis and distal urethra. Int J 

Dermatol doi: 10.1111/ijd.12103, 2013 

30. Nakamura Y, Fujisawa Y, Nakamura Y, Maruyama H, Furuta J, Kawachi Y, Otsuka F. 

Improvement of the sentinel lymph node detection rate of cervical sentinel lymph node 

biopsy using real-time fluorescence navigation with indocyanine green in head and neck skin 

cancer. J Dermatol 40(6):453-457, 2013 

31. Nakamura Y, Iino Y, Nakamura Y, Fujisawa Y, Kawachi Y, Otsuka F. Intraneural granular 

cell tumor of the dorsal ramus of a thoracic nerve. Indian J Dermatol Venereol Leprol 

79(2):258-260, 2013 

32. Nakamura Y, Kawachi Y, Nakamura Y, Iino Y, Fujisawa Y, Otsuka F. Linear lupus 
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erythematosus profundus involving the muscle with an intractable deep ulcer, successfully 

treated with surgical excision. Eur J Dermatol 23(4):535-536, 2013 

33. Nakamura Y, Nakamura Y, Saito A, Fujisawa Y, Kawachi Y, Otsuka F. High-grade 

mucoepidermoid carcinoma of the columella successfully reconstructed using bilateral 

nasolabial flaps set up in a sandwich shape and an auricular cartilage graft after surgical 

resection. J Dermatol 40(11):911-914, 2013 

34. Taguchi S, Kawachi Y, Fujisawa Y, Nakamura Y, Furuta J, Otsuka F. Psoriasiform eruption 

associated with graft-versus-host disease. Cutis 92(3):151-153, 2013 

35. Ueda-Hayakawa I, Hasegawa M, Hamaguchi Y, Takehara K, Fujimoto M. Circulating γ/δ T 

cells in systemic sclerosis exhibit activated phenotype and enhance gene expression of 

proalpha2(I) collagen of fibroblasts. J Dermatol Sci 69(1):54-60, 2013 

36. Ueda-Hayakawa I, Kusuyama T, Isei T, Ozaki Y, Hamaguchi Y, Fujimoto M, Takehara K, 

Okamoto H. Cutaneous necrotizing vasculitis in a patient with dermatomyositis positive for 

anti-PL-7 antibody. Eur J Dermatol 23(6):889-890, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 飯野由佳, 中村泰大, 中村貴之, 藤澤康弘, 川内康弘, 大塚藤男, 鈴木英雄, 小田竜也, 野

口恵美子. 鼻背の有棘細胞癌を合併した Muir-Torre症候群. Skin Cancer 27(3):367-372, 

2013 

2. 石井良征, 境野昌行, 渡邉真也, 久保田典子, 鬼澤沙織, 丸山浩, 藤澤康弘, 中村泰大, 川

内康弘, 大塚藤男. 有棘細胞癌およびボーエン病の全国調査. Skin Cancer 

28(2):195-204, 2013 

3. 石井良征, 境野昌行, 藤澤康弘, 中村泰大, 川内康弘, 大塚藤男. 基底細胞癌の全国調査. 

Skin Cancer 28(2):205-211, 2013 

4. 小川文秀, 浅野善英, 石井貴之, 川上民裕, 小寺雅也, 藤本学. 創傷・熱傷ガイドライン	
 

第 1版の課題と改訂に向けた取り組み	
 膠原病・血管炎に伴う皮膚潰瘍診療ガイドラ

インについて. 日本皮膚科学会雑誌 123(13):2888-2891, 2013 

5. 小原佐恵子, 石井良征, 川内康弘, 大塚藤男. 【代謝異常症】 硬化性粘液水腫の 1例. 皮

膚科の臨床 55(13):1867-1870, 2013 

6. 小原佐惠子, 中村泰大, 斉藤明允, 中村貴之, 藤澤康弘, 川内康弘, 大塚藤男. 隆起性皮膚

線維肉腫転移巣に対してメシル酸イマチニブにて加療した 2 例. Skin Cancer 

28(1):103-107, 2013 

7. 小原佐惠子, 中村泰大, 藤澤康弘, 中村貴之, 川内康弘, 大塚藤男. 有棘細胞癌原発巣に



	
 51	
 

対する放射線療法の治療成績. Skin Cancer 28(1):94-97, 2013 

8. 川内康弘. 新・皮膚科セミナリウム	
 角化症診療のカッティング・エッジ	
 表皮の酸

化ストレスとその防御機構. 日本皮膚科学会雑誌 123(10):1915-1921, 2013 

9. 齊藤明允, 石井良征, 小金丸博, 人見重美, 中村貴之, 古田淳一, 川内康弘, 大塚藤男. 【細

菌・抗酸菌・スピロヘータ感染症】 神経梅毒を併発した悪性梅毒の 1例. 皮膚科の臨

床 55(11):1382-1385, 2013 

10. 齊藤明允, 中村貴之, 越田隆介, 下條信威, 中村泰大, 藤澤康弘, 古田淳一, 川内康弘, 大

塚藤男. 高齢者に生じた灯油皮膚炎の 1例. 皮膚科の臨床 55(5):619-622, 2013 

11. 齊藤明允, 中村泰大, 小原佐恵子, 中村貴之, 小林桂子, 藤澤康弘, 川内康弘, 大塚藤男. 

放射線療法が奏功した Merkel細胞癌の 3例. Skin Cancer 27(3):373-378, 2013 

12. 斎藤佑希, 小林忠弘, 熊田朗子, 水野美幸, 平野貴士, 濱口儒人, 長谷川稔, 藤本学, 竹原

和彦. 早期の治療によって救命できた急速進行性間質性肺炎合併抗 CADM-140 抗体

陽性皮膚筋炎の 2例. 皮膚科の臨床 55(2):187-192, 2013 

13. 葉山愛弥, 石黒直子, 川島眞, 小関由美, 山中寿, 濱口儒人, 藤本学. 抗 MDA5抗体(抗

CADM-140 抗体)陽性例にみられた一過性の皮膚筋炎症状. 日本皮膚科学会雑誌 

123(11):2079-2083, 2013 

14. 藤澤康弘. 「『術後補助療法(DAVFeron、フェロン療法、フェロン維持療法)は悪性黒

色腫ステージ II・III患者の予後を改善するか	
 831例の解析』への質問」の回答. 日

本皮膚科学会雑誌 123(2):155-156, 2013 

15. 藤本学. 【リウマチ・膠原病における重要臓器障害と難治性病態-病態と治療の進歩】 

トピックス	
 重要な臓器障害	
 皮膚・粘膜. 日本内科学会雑誌 102(10):2591-2599, 2013 

16. 松本優香, 中村友紀, 正畠千夏, 飯岡弘至, 大黒奈津子, 宮川史, 福本隆也, 小林信彦, 浅

田秀夫, 杉江和馬, 濱口儒人, 藤本学. 抗 TIF1 抗体陽性皮膚筋炎の 3 例. 皮膚の科学 

12(4):285-291, 2013 

17. 丸山浩, 石井良征, 川島英恵, 田口詩路麻, 古田淳一, 川内康弘, 大塚藤男. 自家接種型

を呈したスポロトリコーシス	
 当科におけるスポロトリコーシスの 10年間の集計. 皮

膚科の臨床 55(8):987-991, 2013 

18. 山田延未, 伊藤美佳子, 小林桂子, 藤澤康弘. 著明な石灰化を伴った踵部の血管平滑筋

腫の 1例. 皮膚科の臨床 55(2):223-227, 2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 川内康弘. 第 4章. Rud症候群; "忘れてはならない皮膚科症候群 (第 1版)” (編集 古江増

孝, 土田哲也), 中山書店 (東京) 2013; pp114-117 
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2. 藤澤康弘, 大塚藤男. 第 1章. 皮膚悪性腫瘍の疫学調査	
 日本と外国の国際比較; "皮膚

悪性腫瘍-基礎と臨床の最新研究動向” (編集日本臨牀 ), 日本臨牀  (大阪) 2013; pp 7-12 

3. 藤澤康弘. 第 5章. 4.基底細胞癌の発癌機序と関連遺伝子; "皮膚悪性腫瘍-基礎と臨床

の最新研究動向” (編集 日本臨牀 ), 日本臨牀  (大阪) 2013; pp598-602 

4. 古田淳一. リバスチグミン使用で痒みや紅斑などの皮膚症状が出現し困っています．

皮膚症状に対する有効な対策を教えて下さい; "治療特別編集	
 認知症でお困りです

か？−かかりつけ医のギモンにお答えします！− (第 1 版)” (編集 川畑信也), 南山堂 

(東京) 2013; pp95-98 

 

 

内科学（感染）	
 

1) 英文論文 

1. Kurihara Y, Hitomi S, Oishi T, Kondo T, Ebihara T, Funayama Y, Kawakami Y. 

Characteristics of bacteremia caused by extended-spectrum beta-lactamase-producing 

Proteus mirabilis. J Infect Chemother 19(5):799-805, 2013 

2. Nakajima J, Hitomi S, Koganemaru H, Nakai Y. Isolation of Staphylococcus epidermidis 

intermediately resistant to vancomycin in a case of central venous catheter-associated 

bloodstream infection. J Infect Chemother 19(5):983-986, 2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 人見重美. シミアンヘルペス B ウイルス; "別冊日本臨牀新領域別症候群シリーズ

No.26 神経症候群 I (第 2 版)” (編集 門脇孝, 永井良三), 日本臨牀社 (東京) 2013; 

pp547-552 

 

 

外科学（乳腺•代謝内分泌）	
 

1) 英文論文	
 

1. Bando H. Issues of concern in risk assessment, genetic counseling, and genetic testing of 

younger breast cancer patients in Japan. Breast Cancer doi:10.1007/s12282-013-0477-z, 

2013	
  

2. Kiyomatsu H, Tanaka Y, Ikeda T, Iguchi-Manaka A, Bando H, Hara H. Extreme response to 

nab-paclitaxel and trastuzumab treatment in two patients with locally advanced or recurrent 

breast cancer.	
 International Cancer Conference Journal doi:10.1007/s13691-013-0112-z, 
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2013	
  

3. Ohno S, Chow LW, Sato N, Masuda N, Sasano H, Takahashi F, Bando H, Iwata H, Morimoto 

T, Kamigaki S, Nakayama T, Nakamura S, Kuroi K, Aogi K, Kashiwaba M, Yamashita H, 

Hisamatsu K, Ito Y, Yamamoto Y, Ueno T, Fakhrejahani E, Yoshida N, Toi M. Randomized 

trial of preoperative docetaxel with or without capecitabine after 4 cycles of 5-fluorouracil- 

epirubicin-cyclophosphamide (FEC) in early-stage breast cancer: exploratory analyses 

identify Ki67 as a predictive biomarker for response to neoadjuvant chemotherapy. Breast 

Cancer Res Treat 142(1):69-80, 2013 

	
 

3) 英文著書 

1. Fujimori M, Hara H, Tsutsui H. CQ49. Does TSH Suppression Therapy After Surgery for 

Differentiated Thyroid Carcinoma Improve Survival?; in "Treatment of Thyroid Tumor (1st 

edition)", Springer (Tokyo) 2013; pp289 

2. Fujimori M, Hara H, Tsutsui H. CQ50. Is Serum Thyroglobulin Measurement Useful as a 

Marker of Carcinoma Recurrence After Surgery?; in "Treatment of Thyroid Tumor (1st 

edition)", Springer (Tokyo) 2013; pp291 

3. Fujimori M, Hara H, Tsutsui H. CQ51. Are Measurements of Calcitonin and CEA Useful as 

Markers of Recurrence After Surgery for Medullary	
 Carcinoma?; in "Treatment of Thyroid 

Tumor (1st edition)", Springer (Tokyo) 2013; pp293 

4. Fujimori M, Hara H, Tsutsui H. CQ52. What Are Useful Imaging Studies to Detect Lesions of 

Recurrence for Medullary Carcinoma with Elevation of Postoperative Calcitonin Level?; in 

"Treatment of Thyroid Tumor (1st edition)", Springer (Tokyo) 2013; pp295 

5. Fujimori M, Hara H, Tsutsui H. CQ53. Is Chemotherapy for Advanced Thyroid Carcinoma 

Effective?; in "Treatment of Thyroid Tumor (1st edition)", Springer (Tokyo) 2013; pp299 

6. Fujimori M, Hara H, Tsutsui H. CQ54. Is Percutaneous Ethanol Injection Therapy Effective 

for Local or Lymph Node Recurrence and Bone Metastasis?; in "Treatment of Thyroid Tumor 

(1st edition)", Springer (Tokyo) 2013; pp301 

7. Fujimori M, Hara H, Tsutsui H. CQ55. Are Alternate Therapies Effective for Thyroid 

Carcinoma?; in "Treatment of Thyroid Tumor (1st edition)", Springer (Tokyo) 2013; pp303 

8. Fujimori M, Hara H, Tsutsui H. Column 19. How Long Should Patients with Differentiated 

Thyroid Carcinoma Be Followed After Surgery?; in "Treatment of Thyroid Tumor (1st 

edition)", Springer (Tokyo) 2013; pp305 
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4) 英文以外の著書 

1. 原尚人. 分化がん	
 –診療ストラテジー -特集 甲状腺がん- 病態と治療の Update; "最新

医学 （第 68巻•第 9号）” 最新医学社 (大阪) 2013; pp31(1855) 

2. 増田慎三, 原文堅, 松本光史, 坂東裕子, 柏葉匡寛, 山下年成, 相良安昭. 座談会	
 HER2

陽性進行・再発乳癌の治療方針; "Pharma Medeica (第 31巻 6号)”, メディカルレビュ

ー社 (大阪) 2013 

 

 

外科学（形成）	
 

1) 英文論文 

1. Adachi K, Togashi S, Sasaki K, Sekido M. Laser therapy treatment of phacomatosis 

pigmentovascularis type II: two case reports. J Med Case Rep 7(1):55, 2013 

2. Adachi K, Togashi S, Yanagawa T, Ishibashi N, Goto T, Yamagata K, Onizawa K, Sasaki H, 

Sasaki K, Bukawa H, Sekido M. Presurgical orthopedic treatment ameliorates postoperative 

nasal deformity after cheiloplasty. Ann Plast Surg 71(2):170-175, 2013 

	
 

2)	
 英文以外の論文	
 

1. 諫山哲也, 関堂充, 佐々木薫, 足立孝二, 富樫真二. Polytetrafluoroethyleneパッチ使用後

に再発した腹壁瘢痕ヘルニアに対する Components Separation法の 2例. 日本形成外科

学会会誌 33(10):766-771, 2013 

2. 大島純弥, 関堂充, 佐々木正浩, 足立孝二, 佐々木薫, 富樫真二. 遊離深下腹壁動脈穿通

枝皮弁を用いた肥満を伴う乳癌切除後巨大乳房即時再建の 1例. 日本マイクロサージ

ャリー学会会誌 26(1):33-37, 2013 

3. 笠井丈博, 関堂充, 足立孝二. 遊離空腸移植時に認めた空腸脂肪腫の 1例. 日本マイク

ロサージャリー学会会誌 26(3):115-119, 2013 

4. 玉田崇和, 富樫真二, 関堂充. 口窩重複症の 2例. 日本形成外科学会会誌 33(8):628-634, 

2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 佐々木薫. 第 5章. 皮膚のトラブル; "家族のための在宅診療実践ガイドブック (第 1

版)” (編著 医療法人社団悠翔会、監修 佐々木淳), 幻冬舎メディアコンサルティング 

(東京) 2013; pp171-199 

2. マイクロサージャリーにおける合併症とその対策; "PEPARS” (編集 関堂充), 全日本病
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院出版会 (東京) 2013 

 

外科学（呼吸器）	
 

1) 英文論文 

1. Goto Y, Hiramatsu Y, Ageyama N, Sato S, Kanemoto S, Sato Y, Sakakibara Y. 

Cardiopulmonary bypass induces recruitment of bone marrow-derived leukocytes to the 

lungs in monkeys. Ann Thorac Surg doi: 10.1016/j.athoracsur.2013.10.072, 2013 

2. Ito H, Matsushita S, Hyodo K, Sato Y, Sakakibara Y. Using synchrotron radiation 

angiography with a highly sensitive detector to identify impaired peripheral perfusion in rat 

pulmonary emphysema. J Synchrotron Radiat 20(Pt 2):376-382, 2013 

3. Ito H, Matsushita S, Ishikawa S, Goto Y, Sakai M, Onizuka M, Sato Y, Sakakibara Y. 

Significant correlation between endothelial nitric oxide synthase (eNOS) expression and 

alveolar repair in elastase-induced rat pulmonary emphysema. Surg Today 43(3):293-299, 

2013 

4. Sakai M, Onuki T, Inagaki M, Yamaoka M, Kitazawa S, Kobayashi K, Iguchi K, Kikuchi S, 

Goto Y, Onizuka M, Sato Y. Early-stage thymic carcinoma: is adjuvant therapy required? J 

Thorac Dis 5(2):161-164, 2013 

5. Usui S, Minami Y, Shiozawa T, Iyama S, Satomi K, Sakashita S, Sato Y, Noguchi M. 

Differences in the prognostic implications of vascular invasion between lung adenocarcinoma 

and squamous cell carcinoma. Lung Cancer 82(3):407-412, 2013 

 

2)	
 英文以外の論文	
 

1. 後藤行延,上田翔,菊池慎二,薄井真悟,佐藤幸夫,南優子,野口雅之.	
 肺癌との鑑別を

要した nodular lymphoid hyperplasiaの 1例. 肺癌 53(7):899-900, 2013 

 

 

外科学（循環器）	
 

1) 英文論文 

1. Ito H, Matsushita S, Hyodo K, Sato Y, Sakakibara Y. Using synchrotron radiation 

angiography with a highly sensitive detector to identify impaired peripheral perfusion in rat 

pulmonary emphysema. J Synchrotron Radiat 20(Pt 2):376-382, 2013 

2. Ito H, Matsushita S, Ishikawa S, Goto Y, Sakai M, Onizuka M, Sato Y, Sakakibara Y. 

Significant correlation between endothelial nitric oxide synthase (eNOS) expression and 
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alveolar repair in elastase-induced rat pulmonary emphysema. Surg Today 43(3):293-299, 

2013 

3. Morizumi S, Hiramatsu Y, Matsuzaki K, Goto Y, Sato S, Abe M, Kato H, Matsubara M, 

Sakakibara Y. Early heparin administration attenuates tissue factor-mediated thrombin 

generation during simulated cardiopulmonary bypass. J Card Surg doi: 10.1111/jocs.12254, 

2013 

4. Sasaki K, Matsushita S, Sato F, Tokunaga C, Hyodo K, Sakakibara Y. Cardiac sympathetic 

activity assessed by heart rate variability indicates myocardial ischemia on cold exposure in 

diabetes. Annals of Vascular  Disease 6(3):583-589, 2013 

5. Tokunaga C, Hiramatsu Y, Kanemoto S, Takahashi-Igari M, Abe M, Horigome H, Sakakibara 

Y. Effects of landiolol hydrochloride on intractable tachyarrhythmia after pediatric cardiac 

surgery. Ann Thorac Surg 95(5):1685-1688, 2013 

 

2) 英文以外の論文 

1. 今井章人, 渡邉寛, 佐藤藤夫, 平松祐司, 榊原謙. 肋間動脈瘤と脊髄神経症状を合併した

成人型大動脈縮窄症の 1手術例. 日本血管外科学会雑誌 22(4):747 2013 

2. 古垣達也, 高橋宏, 茂木芳賢, 森谷忠生, 川上康, 榊原謙. 二度にわたる自然災害の被害

(大震災・竜巻)と防災訓練の効果. 体外循環技術 40(1):67-71, 2013 

 

4) 英文以外の著書 

1. 榊原謙. 桐で生い立つ若者たち; "桐医会会報 (第 1版)”, 桐医会 (茨城) 2013; pp26-38 

2. 榊原謙. 筑波大学における新しい医学教育の祖.	
 堀	
 原一; "医学教育 (第 44巻 第 6

号)”, 篠原出版新社 (東京) 2013; pp457 

 

 

外科学（小児）	
 

1) 英文論文	
 

1. Fujishiro J, Masumoto K, Urita Y, Shinkai T, Gotoh C. Pancreatic complications in pediatric 

choledochal cysts. J Pediatr Surg 48(9):1897-1902, 2013 

2. Jimbo T, Masumoto K, Urita Y, Takayasu H, Shinkai T, Uesugi T, Gotoh C, Sakamoto N, 

Sasaki T, Oto T, Fukushima T, Noguchi E, Nakano Y. Nevoid basal cell carcinoma syndrome 

with a unilateral giant ovarian fibroma in a Japanese 6-year-old girl. Eur J Pediatr doi: 

10.1007/s00431-013-2200-7, 2013 
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3. Kanazawa H, Sakamoto S, Fukuda A, Uchida H, Hamano I, Shigeta T, Kobayashi M, Karaki 

C, Tanaka H, Kasahara M. Living-donor liver transplantation with hyperreduced left lateral 

segment grafts: a single-center experience. Transplantation 95(5):750-754, 2013 

4. Shigeta T, Matsuno N, Obara H, Kanazawa H, Tanaka H, Fukuda A, Sakamoto S, Kasahara 

M, Mizunuma H, Enosawa S. Impact of rewarming preservation by continuous machine 

perfusion: improved post-transplant recovery in pigs. Transplant Proc 45(5):1684-1689, 

2013 
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cycloplegia with topical atropine on ocular higher-order aberrations. Ophthalmology 

120(1):8-13, 2013 

10. Hiraoka T, Ogami T, Okamoto F, Oshika T. Compressed air blast injury with palpebral, 

orbital, facial, cervical, and mediastinal emphysema through an eyelid laceration: a case 

report and review of literature. BMC Ophthalmol 13:68, 2013 

11. Hiraoka T, Yamamoto T, Okamoto F, Oshika T. Changes in functional visual acuity and 

ocular wavefront aberration after administration of eye ointment. J Ocul Pharmacol Ther 

29(8):770-775, 2013 

12. Inoue Y, Oshika T, Nishida K. "The stems of future corneal research development are 

already in our hands" 18th annual meeting of the Kyoto Cornea Club, December 7-8, 2012. 

Cornea 32 Suppl 1:S1-2, 2013 

13. Ishii K, Saito K, Kameda T, Oshika T. Elastic hysteresis in human eyes is an age-dependent 

value. Clin Experiment Ophthalmol 41(1):6-11, 2013 

14. Ishii K, Yamanari M, Iwata H, Yasuno Y, Oshika T. Relationship between changes in 

crystalline lens shape and axial elongation in young children. Invest Ophthalmol Vis Sci 

54(1):771-777, 2013 
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15. Itagaki H, Kunikata T, Hiratsuka K, Saito J, Oshika T. Reverse pupillary block associated 

with pigment dispersion syndrome after in-the-bag intraocular lens implantation. J Cataract 

Refract Surg 39(12):1925-1928, 2013 

16. Kato Y, Yagi H, Kaji Y, Oshika T, Goto Y. Benzalkonium chloride accelerates the formation 

of the amyloid fibrils of corneal dystrophy-associated peptides. J Biol Chem 

288(35):25109-25118, 2013 

17. Okamoto F, Sugiura Y, Okamoto Y, Hiraoka T, Oshika T. Changes in contrast sensitivity 

after surgery for macula-on rhegmatogenous retinal detachment. Am J Ophthalmol 

156(4):667-672, 2013 

18. Okamoto F, Sugiura Y, Okamoto Y, Hiraoka T, Oshika T. Metamorphopsia and optical 

coherence tomography findings after rhegmatogenous retinal detachment surgery. Am J 

Ophthalmol doi: 10.1016/j.ajo.2013.08.007, 2013 

19. Sugiura Y, Okamoto F, Okamoto Y, Hiraoka T, Oshika T. Intraocular pressure fluctuation 

during microincision vitrectomy with constellation vision system. Am J Ophthalmol 

156(5):941-947 e941, 2013 

20. Takabayashi N, Hiraoka T, Kiuchi T, Oshika T. Influence of decorative lenses on 

higher-order wavefront aberrations. Jpn J Ophthalmol 57(4):335-340, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 大鹿哲郎, 平岡孝浩. オルソケラトロジーが小児期の眼軸伸長に及ぼす影響に関する

研究. 日本の眼科 84(6付録):42-50, 2013 

2. 加藤篤子, 石井晃太郎, 大鹿哲郎. 眼軸伸長と眼球間隔の発達についての検討. 眼科臨

床紀要 6(7):538-541, 2013 

3. 渡部大樹, 岡本史樹, 杉浦好美, 大鹿哲郎. 小児の Stickler症候群に伴う裂孔原性網膜剥

離に対して硝子体手術を行った 1例. 臨床眼科 67(4):475-479, 2013 

 

4) 英文以外の著書 

1. 平岡孝浩. 第 10 章. オルソケラトロジーによる近視進行防止; "Monthly Book 

OCULISTA 再考!近視メカニズム-実臨床のために- (第 1版)” (編集 不二門尚), 全日本

病院出版会 (東京) 2013; pp75-79 
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外科学（耳鼻咽喉科）	
 

1) 英文論文 

1. Maeno T, Takayashiki A, Anme T, Maenmo T, Hara A. Japanese student’s perception of their 

learning from an interprofessional education program a qualitative study Social interaction 

and dementia prevention：Six-year follow-up study. International journal of Medical 

education 4:9-17, 2013 

2. Uemaetomari I, Wada T, Nishimura B, Tanaka S, Nakayama M, Ashizawa K, Tabuchi K, 

Minami Y, Hara A. Vessel sealing device in parotid gland surgery:Clinical and pathological 

study. Advances in cancer research & treatment 2013:79-94, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 芦澤圭, 田渕経司, 田中秀峰, 廣瀬由紀, 原晃. 鼻腔に発生したグロムス血管周皮腫例. 

耳鼻咽喉科臨床 106(8):705-710, 2013 

2. 芦澤圭, 吉村知倫, 大原浩達, 中山雅博, 廣瀬由紀, 中馬越真理子, 西村文吾, 星野朝文, 

田中秀峰, 上前泊功, 田渕経司, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. 口腔悪性腫瘍の臨床統計. 

耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):73-79, 2013 

3. 芦澤圭, 吉村知倫, 大原浩達, 中山雅博, 廣瀬由紀, 中馬越真理子, 西村文吾, 星野朝文, 

田中秀峰, 上前泊功, 辻茂希, 田渕経司, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. 上咽頭悪性腫瘍の

臨床統計. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):80-85, 2013 

4. 上前泊功, 芦澤圭, 中山雅博, 田中秀峰, 西村文吾, 田渕経司, 和田哲郎, 高橋邦明, 原晃. 

喉頭摘出後の気管食道シャント発声者と食道発声者における QOL 評価	
 Voice 

Handicap Index(VHI)日本語改定版および Voice-Related Quality of Life(V-RQOL)日本語

版を用いて. 耳鼻咽喉科臨床 106(11):1033-1038, 2013 

5. 上前泊功, 吉村知倫, 大原浩達, 芦澤圭, 中山雅博, 廣瀬由紀, 中馬越真理子, 西村文吾, 

星野朝文, 田中秀峰, 田渕経司, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. プロヴォックスの治療成

績	
 気管食道シャント発声による QOL評価. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):104-107, 2013 

6. 上前泊功, 吉村知倫, 大原浩達, 芦澤圭, 中山雅博, 廣瀬由紀, 中馬越真理子, 西村文吾, 

星野朝文, 田中秀峰, 田渕経司, 大久保英樹, 和田哲郎, 瀬成田雅光, 原晃. 悪性黒色腫の

臨床統計. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):54-57, 2013 

7. 及川慶子, 中馬越真理子, 田渕経司, 和田哲郎, 原晃. 新生児聴覚スクリーニング後の当

院乳幼児聴力検査外来受診児の経過. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):20-25, 2013 

8. 大久保英樹, 中山雅博, 廣瀬由紀, 田中秀峰, 西村文吾, 星野朝文, 上前泊功, 飛田忠道, 

辻茂希, 田渕経司, 和田哲郎, 原晃, 橋井晴子, 石川仁, 水本斉志, 奥村敏之, 櫻井英幸. 過
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去 10年間に当科で陽子線治療を行った頭頸部癌に関する検討. 耳鼻咽喉科展望 56(補

冊 1):118-122, 2013 

9. 大原浩達, 田中秀峰, 米納昌恵, 原晃. 原発性線毛運動不全症(PCD)における耳鼻咽喉科

医の役割. 耳鼻咽喉科臨床 106(4):347-353, 2013 

10. 田渕経司, 原晃. 【検査結果をどう読むか?】 聴覚領域の検査	
 補充現象検査、自記

オージオメトリ. JOHNS 29(9):1467-1469, 2013 

11. 田渕経司, 廣瀬由紀, 星野朝文, 西村文吾, 上前泊功, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. 中耳

手術の臨床統計. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):31-33, 2013 

12. 田渕経司, 廣瀬由紀, 星野朝文, 西村文吾, 上前泊功, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. 人工

内耳症例における骨パテの使用. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):40-41, 2013 

13. 中馬越真理子, 及川慶子, 芦澤圭, 中山雅博, 西村文吾, 星野朝文, 田中秀峰, 上前泊功, 

田渕経司, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. 嗅神経芽細胞腫に対する臨床的検討. 耳鼻咽喉

科展望 56(補冊 1):58-63, 2013 

14. 中山雅博, 吉村知倫, 芦澤圭, 中馬越真理子, 廣瀬由紀, 星野朝文, 西村文吾, 田中秀峰, 

上前泊功, 田渕経司, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. 耳性頭蓋内合併症症例. 耳鼻咽喉科

展望 56(補冊 1):34-39, 2013 

15. 中山雅博, 吉村知倫, 芦澤圭, 中馬越真理子, 廣瀬由紀, 星野朝文, 西村文吾, 田中秀峰, 

上前泊功, 辻茂希, 田渕経司, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. 喉頭悪性腫瘍の臨床的検討. 

耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):97-103, 2013 

16. 中山雅博, 吉村知倫, 芦澤圭, 中馬越真理子, 廣瀬由紀, 星野朝文, 西村文吾, 田中秀峰, 

上前泊功, 田渕経司, 大久保英樹, 高橋和彦, 和田哲郎, 原晃. 甲状腺腫瘍症例の臨床的

検討. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):113-117, 2013 

17. 西村文吾, 吉村知倫, 芦澤圭, 中山雅博, 廣瀬由紀, 星野朝文, 上前泊功, 田渕経司, 大久

保英樹, 和田哲郎, 原晃. 小細胞癌症例. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):69-72, 2013 

18. 西村文吾, 吉村知倫, 芦澤圭, 中山雅博, 廣瀬由紀, 星野朝文, 上前泊功, 飛田忠道, 田渕

経司, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. 下咽頭悪性腫瘍の臨床統計. 耳鼻咽喉科展望 56(補

冊 1):92-96, 2013 

19. 廣瀬由紀, 田渕経司, 和田哲郎, 原晃. 入院患者統計. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):13-19, 

2013 

20. 廣瀬由紀, 飛田忠道, 田渕経司, 和田哲郎, 原晃. 唾液腺腫瘍統計. 耳鼻咽喉科展望 

56(補冊 1):108-112, 2013 

21. 星野朝文, 田渕経司, 和田哲郎, 原晃. 中耳術前検査の有用性. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊

1):26-30, 2013 



	
 81	
 

22. 星野朝文, 廣瀬由紀, 西村文吾, 上前泊功, 田渕経司, 大久保秀樹, 和田哲郎, 原晃. 外来

新患統計. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):8-12, 2013 

23. 村下秀和, 田渕経司, 星野朝文, 上前泊功, 和田哲郎, 阿久津博義, 高野晋吾, 原晃. 内視

鏡下経鼻的頭蓋底手術	
 当科における方法と工夫. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):64-68, 

2013 

24. 吉村知倫, 大原浩達, 芦澤圭, 中山雅博, 廣瀬由紀, 中馬越真理子, 西村文吾, 星野朝文, 

田中秀峰, 上前泊功, 村下秀和, 田渕経司, 大久保英樹, 和田哲郎, 原晃. 鼻副鼻腔悪性腫

瘍の臨床統計. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):49-52, 2013 

25. 和田哲郎. 乳幼児健診での耳鼻咽喉科的注意点. 茨城県医師会報 709:38-51, 2013 

26. 和田哲郎, 中山雅博, 廣瀬由紀, 中馬越真理子, 西村文吾, 田中秀峰, 星野朝文, 上前泊

功, 飛田忠道, 辻茂希, 田渕経司, 大久保英樹, 高橋和彦, 瀬成田雅光, 原晃. 聴神経腫瘍

ならびに神経線維腫症 II型の臨床統計. 耳鼻咽喉科展望 56(補冊 1):43-48, 2013 

27. 和田哲郎, 原晃. 【急患・急変対応マニュアル-そのとき必要な処置と処方】	
 疾患ご

との救急処置法・処方	
 急性症状を示す聴覚器疾患 音響外傷. 耳鼻咽喉科・頭頸部外

科 85(5):228-231, 2013 

28. 和田哲郎, 吉村知倫, 大原浩達, 芦澤圭, 中山雅博, 廣瀬由紀, 中馬越真理子, 西村文吾, 

星野朝文, 田中秀峰, 上前泊功, 飛田忠道, 辻茂希, 田渕経司, 大久保英樹, 高橋和彦, 瀬

成田雅光, 原晃. 中咽頭悪性腫瘍の臨床統計	
 TAR療法による chemoradioselection. 耳

鼻咽喉科展望 56(補冊 1):86-91, 2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 原晃, 田中秀峰. 第 3章	
 歯牙に関連する疾患を診る	
 歯原性嚢胞; "ENT臨床フロンテ

ィア	
 口腔・咽頭疾患、歯牙関連疾患を診る” (編集 黒野祐一), 中山書店 (東京) 2013; 

pp238-244 

2. 和田哲郎, 原晃. 日常診療の疑問を解決; "耳鼻咽喉科・頭頚部外科 Q&A (第 2版)” (編

集 岡本美孝), 中外医学社 (東京) 2013; pp94-98 

3. 和田哲郎, 原晃. そのとき必要な処置と処方	
 急性症状を示す聴覚器疾患	
 音響外傷; "

耳鼻咽喉科・頭頚部外科	
 急患・急変対応マニュアル” (編集 佐々木好久, 曽田豊二, 坂

井真, 八木聰明, 竹中洋, 吉原俊雄, 小川郁, 丹生健一), 医学書院 (東京) 2013; pp228-231 
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外科学（歯科・口腔）	
 

1) 英文論文 

1. Adachi K, Togashi S, Yanagawa T, Ishibashi N, Goto T, Yamagata K, Onizawa K, Sasaki H, 

Sasaki K, Bukawa H, Sekido M. Presurgical orthopedic treatment ameliorates postoperative 

nasal deformity after cheiloplasty. Ann Plast Surg 71(2):170-175, 2013 

2. Baba O, Yamagata K, Tomidokoro Y, Tamaoka A, Itoh H, Yanagawa T, Onizawa K, Bukawa 

H. Neuroleptic malignant syndrome in a patient with tongue cancer: a report of a rare case. 

Case Rep Dent 2013:542130, 2013 

3. Doi H, Adachi H, Katsuno M, Minamiyama M, Matsumoto S, Kondo N, Miyazaki Y, Iida M, 

Tohnai G, Qiang Q, Tanaka F, Yanagawa T, Warabi E, Ishii T, Sobue G. p62/SQSTM1 

differentially removes the toxic mutant androgen receptor via autophagy and inclusion 

formation in a spinal and bulbar muscular atrophy mouse model. J Neurosci 

33(18):7710-7727, 2013 

4. Harada H, Warabi E, Matsuki T, Yanagawa T, Okada K, Uwayama J, Ikeda A, Nakaso K, 

Kirii K, Noguchi N, Bukawa H, Siow RC, Mann GE, Shoda J, Ishii T, Sakurai T. Deficiency 

of p62/Sequestosome 1 causes hyperphagia due to leptin resistance in the brain. J Neurosci 

33(37):14767-14777, 2013 

5. Ito T, Kimura S, Seto K, Warabi E, Kawachi Y, Shoda J, Tabuchi K, Yamagata K, Hasegawa 

S, Bukawa H, Ishii T, Yanagawa T. Peroxiredoxin I plays a protective role against UVA 

irradiation through reduction of oxidative stress. J Dermatol Sci 7 doi: 

10.1016/j.jdermsci.2013.12.002, 2013 

6. Kimura K, Nagano M, Salazar G, Yamashita T, Tsuboi I, Mishima H, Matsushita S, Sato F, 

Yamagata K, Ohneda O. The role of CCL5 in the ability of adipose tissue-derived 

mesenchymal stem cells to support repair of ischemic regions. Stem Cells Dev doi: 

10.1089/scd.2013.0307, 2013 

7. Okada K, Ma D, Warabi E, Morito N, Akiyama K, Murata Y, Yamagata K, Bukawa H, Shoda 

J, Ishii T, Yanagawa T. Amelioration of cisplatin-induced nephrotoxicity in peroxiredoxin 

I-deficient mice. Cancer Chemother Pharmacol 71(2):503-509, 2013 

8. Onuki K, Sugiyama H, Ishige K, Kawamoto T, Ota T, Ariizumi S, Yamato M, Kadota S, 

Takeuchi K, Ishikawa A, Onodera M, Onizawa K, Yamamoto M, Miyoshi E, Shoda J. 

Expression of N-acetylglucosaminyltransferase V in the subserosal layer correlates with 

postsurgical survival of pathological tumor stage 2 carcinoma of the gallbladder. J 

Gastroenterol doi: 10.1007/s00535-013-0813-2, 2013 
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9. Seto K, Shoda J, Horibe T, Warabi E, Ishige K, Yamagata K, Kohno M, Yanagawa T, Bukawa 

H, Kawakami K. Interleukin-4 receptor alpha-based hybrid peptide effectively induces 

antitumor activity in head and neck squamous cell carcinoma. Oncol Rep 29(6):2147-2153, 

2013 

10. Seto K, Uchida F, Baba O, Yamatoji M, Karube R, Warabi E, Sakai S, Hasegawa S, 

Yamagata K, Yanagawa T, Onizawa K, Miyoshi E, Shoda J, Bukawa H. Negative expression 

of N-acetylglucosaminyltransferase V in oral squamous cell carcinoma correlates with poor 

prognosis. Springerplus 2:657, 2013 

11. Seto K, Yamagata K, Uchida F, Yanagawa T, Onizawa K, Bukawa H. Radiation-induced 

carotid artery stenosis in a patient with carcinoma of the oral floor. Case Rep Oncol Med 

2013:379039, 2013 

12. Uchida F, Uzawa K, Kasamatsu A, Takatori H, Sakamoto Y, Ogawara K, Shiiba M, Bukawa 

H, Tanzawa H. Overexpression of CDCA2 in human squamous cell carcinoma: correlation 

with prevention of G1 phase arrest and apoptosis. PLoS One 8(2):e56381, 2013 

13. Yamagata K, Ito H, Onizawa K, Yamatoji M, Yanagawa T, Bukawa H. Prognosis for 

gingival carcinomas with a delayed diagnosis after dental extraction. J Oral Maxillofac Surg 

71(12):2189-2194, 2013 

14. Yamagata K, Karube R, Yanagawa T, Zemann W, Metzler P, Onizawa K, Bukawa H. 

Basaloid squamous cell carcinoma of the oral cavity: Literature review and report of three 

cases. International Journal of Case report and Images 4(4):199-207, 2013 

 

2) 英文以外の論文 

1. 大藪琢也, 長谷川正午, 宮部悟, 鯉江正人, 木村嘉宏, 小牧完二. 術後 4年と 9年で頸部リ

ンパ節後発転移をきたした軟口蓋原発脂腺癌の 1 例. 日本口腔外科学会雑誌 

59(2):93-97, 2013 

2. 木村将士, 長谷川正午, 町田純一郎, 大藪琢也, 小牧完二. 頬脂肪体有茎移植術による頬

粘膜癌切除後の再建. 愛知学院大学歯学会誌 51(2):107-112, 2013 

3. 山縣憲司, 鬼澤浩司郎, 柳川徹, 伊藤寛之, 武川寛樹. 顎顔面領域腫瘤性疾患に対する穿
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3. Momo K, Homma M, Kohda Y. Lower metabolic clearance of tizanidine in Japanese subjects. 

Int J Clin Pharmacol Ther 51(12):986-988, 2013 

4. Suzuki Y, Homma M, Abei M, Hyodo I, Kohda Y. Impact of solute carrier family 29 member 

1 (SLC29A1) single nucleotide polymorphisms on mRNA expression in peripheral blood 

mononuclear cells. Biol Pharm Bull 36(1):144-146, 2013 

5. Suzuki Y, Homma M, Abei M, Hyodo I, Kohda Y. Effects of dipyridamole coadministration 

on the pharmacokinetics of ribavirin in healthy volunteers. Drug Metab Pharmacokinet 

28(5):406-410, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 大神正宏, 本間真人, 島田匡彦, 幸田幸直. チロシンキナーゼ阻害薬の血中濃度に及ぼ

す食事、制酸薬の影響. TDM研究 30(4):125-133, 2013 

2. 百賢二, 本間真人, 松本早矢香, 佐々木忠徳, 幸田幸直. チザニジンの副作用に関する実

態調査 	
 Cytochrome P450 1A2 に影響する薬剤の併用との関連. 薬学雑誌 

133(2):275-281, 2013 

3. 松本和彦, 荒川義弘, 小池竜司, 中村哲也, 花岡英紀, 本間真人, 吉澤弘久, 大学病院臨

床試験アライアンス共同 IRB推進検討作業斑. 大学病院間の共同 IRB等の体制	
 大

学病院臨床試験アライアンスにおける検討. 臨床薬理 44(3):207-215, 2013 
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医療科学	
 

1) 英文論文	
 

1. Harada H, Warabi E, Matsuki T, Yanagawa T, Okada K, Uwayama J, Ikeda A, Nakaso K, 

Kirii K, Noguchi N, Bukawa H, Siow RC, Mann GE, Shoda J, Ishii T, Sakurai T. Deficiency 

of p62/Sequestosome 1 causes hyperphagia due to leptin resistance in the brain. J Neurosci 

33(37):14767-14777, 2013 

2. Hashii H, Hashimoto T, Okawa A, Shida K, Isobe T, Hanmura M, Nishimura T, Aonuma K, 

Sakae T, Sakurai H. Comparison of the effects of high-energy photon beam irradiation (10 

and 18 MV) on 2 types of implantable cardioverter-defibrillators. Int J Radiat Oncol Biol 

Phys 85(3):840-845, 2013 

3. Isobe T, Mori Y, Takada K, Sato E, Sakurai H, Sakae T. Robust technique using an imaging 

plate to detect environmental radioactivity. Health Phys 104(4):362-365, 2013 

4. Isobe T, Mori Y, Takada K, Sato E, Takahashi H, Sekiguchi T, Yoshimura Y, Sakurai H, Sakae 

T. Evaluation of vegetables in Tsukuba for contamination with radioactive materials from the 

accident at Fukushima Daiichi nuclear power plant. Health Phys 105(4):311-317, 2013 

5. Kanakura Y, Ohyashiki K, Shichishima T, Okamoto S, Ando K, Ninomiya H, Kawaguchi T, 

Nakao S, Nakakuma H, Nishimura J, Kinoshita T, Bedrosian CL, Ozawa K, Omine M. 

Long-term efficacy and safety of eculizumab in Japanese patients with PNH: AEGIS trial. Int 

J Hematol 98(4):406-416, 2013 

6. Kaneko H, Suzuki S, Uejima T, Kano H, Matsuno S, Otsuka T, Takai H, Oikawa Y, Yajima J, 

Koike A, Nagashima K, Kirigaya H, Sagara K, Tanabe H, Sawada H, Aizawa T, Yamashita T. 

Prevalence and the long-term prognosis of functional mitral regurgitation in Japanese patients 

with symptomatic heart failure. Heart Vessels doi: 10.1007/s00380-013-0448-5, 2013 

7. Kaneko H, Suzuki S, Yajima J, Oikawa Y, Sagara K, Otsuka T, Matsuno S, Kano H, Uejima 

T, Koike A, Nagashima K, Kirigaya H, Sawada H, Aizawa T, Yamashita T. Clinical 

characteristics and long-term clinical outcomes of Japanese heart failure patients with 

preserved versus reduced left ventricular ejection fraction: a prospective cohort of Shinken 

Database 2004-2011. J Cardiol 62(2):102-109, 2013 

8. Kaneko H, Yajima J, Oikawa Y, Tanaka S, Fukamachi D, Suzuki S, Sagara K, Otsuka T, 

Matsuno S, Funada R, Kano H, Uejima T, Koike A, Nagashima K, Kirigaya H, Sawada H, 

Aizawa T, Yamashita T. Recent characteristics and outcomes of Japanese stable angina 

pectoris after percutaneous coronary intervention. An observational cohort study using the 
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Shinken Database. Int Heart J 54(6):335-340, 2013 

9. Kaneko H, Yajima J, Oikawa Y, Tanaka S, Fukamachi D, Suzuki S, Sagara K, Otsuka T, 

Matsuno S, Funada R, Kano H, Uejima T, Koike A, Nagashima K, Kirigaya H, Sawada H, 

Aizawa T, Yamashita T. Obesity paradox in Japanese patients after percutaneous coronary 

intervention: an observation cohort study. J Cardiol 62(1):18-24, 2013 

10. Kaneko H, Yajima J, Oikawa Y, Tanaka S, Fukamachi D, Suzuki S, Sagara K, Otsuka T, 

Matsuno S, Kano H, Uejima T, Koike A, Nagashima K, Kirigaya H, Sawada H, Aizawa T, 

Yamashita T. Long-term incidence and prognostic factors of the progression of new coronary 

lesions in Japanese coronary artery disease patients after percutaneous coronary intervention. 

Heart Vessels doi: 10.1007/s00380-013-0382-6, 2013 

11. Katsutani S, Tomiyama Y, Kimura A, Miyakawa Y, Okamoto S, Okoshi Y, Ninomiya H, 

Kosugi H, Ishii K, Ikeda Y, Hattori T, Katsura K, Kanakura Y. Oral eltrombopag for up to 

three years is safe and well-tolerated in Japanese patients with previously treated chronic 

immune thrombocytopenia: an open-label, extension study. Int J Hematol 98(3):323-330, 

2013 

12. Kudo T, Sato T, Hagiwara K, Kozuma Y, Yamaguchi T, Ikehara Y, Hamada M, Matsumoto 

K, Ema M, Murata S, Ohkohchi N, Narimatsu H, Takahashi S. C1galt1-deficient mice exhibit 

thrombocytopenia due to abnormal terminal differentiation of megakaryocytes. Blood 

122(9):1649-1657, 2013 

13. Kurita N, Obara N, Fukuda K, Nishikii H, Sato S, Inagawa S, Kurokawa T, Owada Y, 

Ninomiya H, Chiba S. Perisurgical induction of eculizumab in a patient with paroxysmal 

nocturnal hemoglobinuria: its inhibition of surgery-triggered hemolysis and the consequence 

of subsequent discontinuation. Blood Coagul Fibrinolysis 24(6):658-662, 2013 

14. Oh S, Kim M, Eto M, Kim B, Shoda J, Tanaka K. New approach for obesity treatment 

incorporating individual self- management education. J Obesity & Weight Loss 

Therapy?(?):?, 2013 

15. Oh S, Tanaka K, Warabi E, Shoda J. Exercise reduces inflammation and oxidative stress in 

obesity-related liver diseases. Med Sci Sports Exerc 45(12):2214-2222, 2013 

16. Onuki K, Sugiyama H, Ishige K, Kawamoto T, Ota T, Ariizumi S, Yamato M, Kadota S, 

Takeuchi K, Ishikawa A, Onodera M, Onizawa K, Yamamoto M, Miyoshi E, Shoda J. 

Expression of N-acetylglucosaminyltransferase V in the subserosal layer correlates with 

postsurgical survival of pathological tumor stage 2 carcinoma of the gallbladder. J 

Gastroenterol doi: 10.1007/s00535-013-0813-2, 2013 
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17. Sato E, Yamamoto T, Shikano N, Ogura M, Nakai K, Yoshida F, Uemae Y, Takada T, Isobe 

T, Matsumura A. Intracellular boron accumulation in CHO-K1 cells using amino acid 

transport control. Appl Radiat Isot doi: 10.1016/j.apradiso.2013.12.015, 2013 

18. Seto K, Shoda J, Horibe T, Warabi E, Ishige K, Yamagata K, Kohno M, Yanagawa T, 

Bukawa H, Kawakami K. Interleukin-4 receptor α-based hybrid peptide effectively induces 

antitumor activity in head and neck squamous cell carcinoma. Oncol Rep 29(6):2147-2153, 

2013 

19. Seto K, Uchida F, Baba O, Yamatoji M, Karube R, Warabi E, Sakai S, Hasegawa S, 

Yamagata K, Yanagawa T, Onizawa K, Miyoshi E, Shoda J, Bukawa H. Negative expression 

of N-acetylglucosaminyltransferase V in oral squamous cell carcinoma correlates with poor 

prognosis. Springerplus 2:657, 2013 

20. Suzuki S, Sagara K, Otsuka T, Kano H, Matsuno S, Takai H, Uejima T, Oikawa Y, Koike A, 

Nagashima K, Kirigaya H, Yajima J, Tanabe H, Sawada H, Aizawa T, Yamashita T. Effects of 

smoking habit on the prevalence of atrial fibrillation in Japanese patients with special 

reference to sex differences. Circ J 77(12):2948-2953, 2013 

21. Suzuki S, Sagara K, Otsuka T, Kano H, Matsuno S, Takai H, Uejima T, Oikawa Y, Koike A, 

Nagashima K, Kirigaya H, Yajima J, Tanabe H, Sawada H, Aizawa T, Yamashita T. "Blue 

letter effects": Changes in physicians' attitudes toward dabigatran after a safety advisory in a 
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2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 大須賀覚, 青木司, 磯辺智範. 第 6章. Q&A よくある質問にお答えします; "学会発表の
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ための動画編集マニュアル (第 2版)” (編集 大須賀覚, 松下明, 松村朗), 金原出版 (東

京) 2013; pp89-111 

2. 磯辺智範. Chapter 1（心機能検査）-1～5. 心臓の構造, 心筋の生理的特性, 心音図, 脈波, 

心機図; "若葉マーク 臨床検査学エッセンス・ノート 1 臨床生理機能検査 (第 1版)” (編

集 磯辺智範), メジカルビュー社 (東京) 2013; pp2-13 

3. 磯辺智範. Chapter 2（呼吸機能検査）-3～5. 換気機能検査, 血液ガス分析, エネルギー

代謝と呼気ガス分析; "若葉マーク 臨床検査学エッセンス・ノート 1 臨床生理機能検

査 (第 1版)” (編集 磯辺智範), メジカルビュー社 (東京) 2013; pp48-63 

4. 磯辺智範. Chapter 3（脳波検査）-1. 脳の構造と機能; "若葉マーク 臨床検査学エッセン

ス・ノート 1 臨床生理機能検査 (第 1版)” (編集 磯辺智範), メジカルビュー社 (東京) 

2013; pp66-71 

5. 磯辺智範, 森祐太郎. Chapter 5. 感覚器検査; "若葉マーク 臨床検査学エッセンス・ノー

ト 1 臨床生理機能検査 (第 1 版)” (編集 磯辺智範), メジカルビュー社 (東京) 2013; 

pp118-134 

6. 磯辺智範. Chapter 7. 眼底検査; "若葉マーク 臨床検査学エッセンス・ノート 1 臨床生理

機能検査 (第 1版)” (編集 磯辺智範), メジカルビュー社 (東京) 2013; pp164-169 

7. 磯辺智範, 吉村洋. Chapter 9. 熱画像検査; "若葉マーク 臨床検査学エッセンス・ノート 

1 臨床生理機能検査 (第 1 版)” (編集 磯辺智範), メジカルビュー社 (東京) 2013; 

pp222-231 

8. 磯辺智範. Chapter 3. 核医学検査; "若葉マーク 臨床検査学エッセンス・ノート 3 臨床生

物化学分析検査 (第 1版)” (編集 山内一由), メジカルビュー社 (東京) 2013; pp169-189 

9. 磯辺智範. I -7. MRS; "MRI応用自在 (第 3版)” (編集 高橋光幸, 堀江朋彦, 中村理宣, 北

川久, 高原太郎), メジカルビュー社 (東京) 2013; pp28-33 

10. 磯辺智範, 高田健太. 14. 放射線治療学; "医学物理士のための出題基準&例題集 (第 1

版)” (編集 日本医学物理士会, 日本医学物理士会教育委員会), 日本医学物理士会 (東

京) 2013; pp241-255 

11. 上妻行則. Chapter 3-5. 止血・凝固・線溶機構; "若葉マーク	
 臨床検査学エッセンス・

ノート 2 臨床形態検査 (第 1 版)” (編集 山内一由), メジカルビュー社 (東京) 2013; 

pp142-155 

12. 正田純一. 胆道の炎症; "内科学書第 8版	
 Vol. 4 肝・胆道・膵疾患 (第 8版)” (編集  小

川聡), 中山書店 (東京) 2013:pp349−351 

13. 正田純一. 原発性硬化性胆管炎; "内科学書第 8版	
 Vol.4 肝・胆道・膵疾患 (第 8版)” 

(編集  小川聡), 中山書店 (東京) 2013; pp352-353 
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14. 正田純一. トピックス：胆石形成の分子機序; "専門医のための消化器病学” (編集  小

川聡), 医学書院 (東京) 2013; pp494-496 

15. 高田健太, 磯辺智範. Chapter 6. 超音波検査; "若葉マーク 臨床検査学エッセンス・ノー

ト 1 臨床生理機能検査 (第 1 版)” (編集 磯辺智範), メジカルビュー社 (東京) 2013; 

pp136-169 

16. 二宮治彦. 第 6巻. 真性赤血球増加症（多血症）、二次性赤血球増加症、相対的赤血球

増加症; "内科学書 (第 8版)” (編集 小川聡), 中山書店 (東京) 2013; pp168-172 

 

 

地域医療教育学	
 

1) 英文論文	
 

1. Hamano J, Kizawa Y, Maeno T, Nagaoka H, Shima Y, Maeno T. Prospective Clarification of 

the Utility of the Palliative Prognostic Index for Patients With Advanced Cancer in the Home 

Care Setting. Am J Hosp Palliat Care doi: 10.1177/1049909113504982, 2013	
  

2. Hamano J, Maeno T, Kizawa Y, Shima Y, Maeno T. Usefulness of Palliative Prognostic Index 

for patient with advanced cancer in home care setting. Am J Hosp Palliat Care 

30(3):264-267, 2013 

3. Ishimaru N, Maeno T, Suzuki M, Maeno T. Rapid effects of Kikyo-to on sore throat pain 

associated with acute upper respiratory tract infection. J Complement Integr Med 

11(1):51-54, 2013 

4. Kizawa Y, Tsuneto S, Hamano J, Nagaoka H, Maeno T, Shima Y. Advance directives and 

do-not-resuscitate orders among patients with terminal cancer in palliative care units in 

Japan: a nationwide survey. Am J Hosp Palliat Care 30(7):664-669, 2013 

5. Maeno T, Takayashiki T, Anme T, Tohno E, Hara A. Japanese students' perception of their 

learning from an interprofessional education program: a qualitative study. International 

Journal of Medical Education 4:9-17, 2013 

6. Nakazawa K, Kizawa Y, Maeno T, Takayashiki A, Abe Y, Hamano J, Maeno T. Palliative 

Care Physicians' Practices and Attitudes Regarding Advance Care Planning in Palliative Care 

Units in Japan: A Nationwide Survey. Am J Hosp Palliat Care doi: 

10.1177/1049909113507328, 2013	
  

7. Suzuki H, Shichi D, Tokuda Y, Ishikawa H, Maeno T, Nakamura H. Pneumococcal vertebral 

osteomyelitis at three teaching hospitals in Japan, 2003-2011: analysis of 14 cases and a 

review of the literature. BMC Infect Dis 13:525, 2013 



	
 116	
 

8. Suzuki H, Tokuda Y, Shichi D, Hitomi S, Ishikawa H, Maeno T, Nakamura H. A retrospective 

cohort study of panipenem/betamipron for adult pneumococcal bacteremia at three teaching 

hospitals in Japan. J Infect Chemother 19(4):607-614, 2013 

9. Suzuki H, Tokuda Y, Shichi D, Ishikawa H, Maeno T, Nakamura H. Morbidity and mortality 

among newly hospitalized patients with community-acquired pneumococcal bacteremia: a 

retrospective cohort study in three teaching hospitals in Japan. Geriatr Gerontol Int 

13(3):607-615, 2013 

10. Takagi H, Maeno T, Fujita T, Suzuki M, Maeno T. Diagnostic Characteristics of Symptom 

Combinations over Time in Meningitis Patients. General Medicine 14(2):119-125, 2013 

11. Ueki R, Ichikawa M, Hiranuma Y, Naito T, Maeno T, Shibayama T. Health communication 

method and primary care seeking after screening for early type 2 diabetes in a Japanese 

healthcare setting. Diabetology International doi: 10.1007/s13340-013-0143-x, 2013  

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 堤円香, 中村明澄, 前野貴美, 高屋敷明由美, 阪本直人, 横谷省治, 前野哲博. 小中学生へ

の喫煙予防教育と父母の行動変容との関連	
 子供の言葉は親を変えるか. 日本プライ

マリ・ケア連合学会誌 36(4):291-296, 2013 

 

4) 英文以外の著書 

1. 前野哲博. 5. コモンディジーズ教育の現状と課題; "提言－日本のコモンディジーズ（家

庭医・病院総合医教育コンソーシアム vol.3） (第 1版)” (編集 横林賢一), 株式会社カ

イ書林 (東京) 2013; pp134-139 

 

 

医学教育情報工学	
 

1) 英文論文 

1. Ishikawa K, Furukawa M, Saito Y, Naito T, Shichida M. Log Data Analysis of Learning 

Histories in an e-Learning Course. International Journal of Information and Education 

Technology 3(6):587-590,  2013 

 

 

 



	
 117	
 

災害精神支援学	
 

2) 英文以外の論文 

1. 近藤大三, 小田原俊成, 粟田主一, 池尻義隆, 下田健吾, 高橋晶, 竹内文一, 長谷川朝穂, 

藤原修一郎, 吉田常孝, 吉村匡史, 田子久夫. 日本総合病院精神医学会会員に対する認

知症診療に関するアンケート調査. 総合病院精神医学 25(2):171-177, 2013 

2. 高橋晶. うつ病研究における国内の動向	
 maintenance ECT の長期効果と副作用. 

Depression Frontier 11(1):75-82, 2013 

3. 高橋晶. 【BPSD-介護者を悩ませる症状を理解し対処するために】 治療	
 薬物療法の

立場から	
 抑肝散や抗認知症薬の有効性は. 認知症の最新医療 3(2):85-90, 2013 

4. 高橋祥友. 職場におけるメンタルヘルス；PTSD、自殺予防を中心に. 茨城県医師会報 

713:41750, 2013 

5. 高橋祥友, 高橋晶, 山下吏良. 【病態生理・薬物治療・患者ケアの「知りたい」がわか

る!うつ病パーフェクトガイド】 うつ病患者へのアプローチ	
 自殺とうつ. 調剤と情

報 19(10):1342-1347, 2013 

 

4) 英文以外の著書 

1. 高橋晶. F01. 血管性認知症	
 "ICD－10	
 精神科診断ガイドブック(第 1版)” (編集 中根允

文), 中山書店 (東京) 2013; pp37－48 

2. 高橋晶. 第 2章. 自殺に関連する精神障害	
 "自殺を防ぐ診療のポイント(第 1版)” 	
 (編

集 高橋祥友), 中外医学社	
  (東京) 2013; pp29－63	
  

3. 高橋晶. アデノシン三リン酸二ナトリウム水和物; "精神・神経の治療薬事典 2014-15	
 

専門医からのアドバイス(第 1 版)” (総監修・樋口輝彦), 総合医学社 (東京) 2013; 

pp314-315 

4. 高橋晶. イフェンブロジル酒石酸塩; "精神・神経の治療薬事典 2014-15	
 専門医からの

アドバイス (第 1版)” (総監修・樋口輝彦), 総合医学社 (東京) 2014; pp316-317 

5. 高橋晶, 朝田隆. 第 1章第 2部. 各論	
 非認知症の疾患を認知症と見誤らないために	
 第

1章うつ病; "誤診症例から学ぶ認知症とその他の疾患の鑑別	
 精神科臨床エキスパー

ト (第 1版)” (編集 朝田隆), 医学書院 (東京) 2013; pp26- 47 

6. 高橋祥友. “自殺を防ぐ診療のポイント(第 1版)”. （編集 高橋祥友）, 中外医学社 （東

京） 2013年 (全 125ページ) 

7. 高橋祥友. 自殺の予防; "2013今日の治療指針 (第 1版)” (編集 山口徹, 北原光夫, 福井次

矢), 医学書院 (東京) 2013; pp896 

8. 高橋祥友. 希死念慮、自殺企図; "疾患・症状別 今日の治療と看護 (第 3版)” (編集 永井
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良三, 大田健), 南江堂 (東京) 2013; pp230-232 

9. 高橋祥友. 第 3章. 自殺; "知っておきたい精神医学の基礎知識 (第 2版)” (編集 上島国

利, 上別府圭子, 平島奈津子), 誠信書房 (東京) 2013; pp464-466 

10. 高橋祥友, 高橋晶, 山下吏良. “自殺予防へのプロの対応：医療従事者のための早期発

見と治療 (第 1版)”. （編集 高橋祥友）, 医学と看護社 （東京）2013年 (全 120ページ) 

 

	
 

スポーツ医科学	
 

1) 英文論文	
 

1. Iio K, Sakurai S, Kato T, Nishiyama S, Hata T, Mawatari E, Suzuki C, Takekoshi K, Higuchi 

K, Aizawa T, Ikeda U. Endomyocardial biopsy in a patient with hemorrhagic 

pheochromocytoma presenting as inverted Takotsubo cardiomyopathy. Heart Vessels 

28(2):255-263, 2013 

2. Ikeda T, Ishii KA, Saito Y, Miura M, Otagiri A, Kawakami Y, Shimano H, Hara H, Takekoshi 

K. Inhibition of autophagy enhances sunitinib-induced cytotoxicity in rat pheochromocytoma 

PC12 cells. J Pharmacol Sci 121(1):67-73, 2013 

3. Sugisawa C, Okada Y, Arao T, Mori H, Nishida K, Isobe K, Takekoshi K, Tanaka Y. 

Juvenile-onset hereditary pheochromocytoma-paraganglioma syndrome. Intern Med 

52(2):281-284, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 竹越一博. 遺伝性褐色細胞腫. 内分泌糖尿病内科 37(4):404-412, 2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 竹越一博. 第 8章. カテコールアミン; "内分泌ホルモンのすべて (第 1版)” (編集 竹内靖

博), 科学評論社 (東京) 2013; pp235-248 

 

 

医学教育学	
 

1) 英文論文 

1. Saito R, Suzuki H, Yamada T, Endo S, Moriwaki T, Ueno T, Hirose M, Hirai S, Yamato K, 

Mizokami Y, Hyodo I. Predicting skin toxicity according to EGFR polymorphisms in patients 

with colorectal cancer receiving antibody against EGFR. Anticancer Res 33(11):4995-4998, 
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2013 

2. Suzuki H, Kaneko T, Mizokami Y, Narasaka T, Endo S, Matsui H, Yanaka A, Hirayama A, 

Hyodo I. Therapeutic efficacy of the Qing Dai in patients with intractable ulcerative colitis. 

World J Gastroenterol 19(17):2718-2722, 2013 

3. Yamada T, Sugiyama H, Ochi D, Akutsu D, Suzuki H, Narasaka T, Moriwaki T, Endo S, 

Kaneko T, Satomi K, Ikezawa K, Mizokami Y, Hyodo I. Risk factors for submucosal and 

lymphovascular invasion in gastric cancer looking indicative for endoscopic submucosal 

dissection. Gastric Cancer doi:10.1007/s10120-013-0323-1, 2013	
  

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 飯野由佳, 中村泰大, 中村貴之, 藤澤康弘, 川内康弘, 大塚藤男, 鈴木英雄, 小田 竜也, 野

口恵美子. 鼻背の有棘細胞癌を合併した Muir-Torre症候群. Skin Cancer 27(3):367-372, 

2013 

2. 越智大介, 奈良坂俊明, 圷大輔, 小林克誠, 菅谷明徳, 小林真理子, 今西真実子, 浜野由花

子, 遠藤慎治, 金子剛, 鈴木英雄, 溝上裕士. 異所性胃粘膜に発生した頸部食道癌に対し

て内視鏡治療を施行した 1例. Progress of Digestive Endoscopy 82(1):106-107,105, 2013 

3. 根本清貴, 太刀川弘和, 鈴木英雄, 堀孝文, 谷中昭典, 兵頭一之介, 朝田隆. 研究と報告 

過敏性腸症候群の重症度と不安・抑うつ症状との関連. 精神医学 55(4):327-335, 2013 

4. 溝上裕士, 奈良坂俊明, 鈴木英雄, 金子剛, 岩本淳一. 【Helicobacter pylori感染症の臨床

試験-いま、明らかにされるべきことは何か-】 NSAIDs 潰瘍に対する Helicobacter 

pylori除菌効果. Helicobacter Research 17(4):332-337, 2013 

5. 吉野鉄大, 竹内哲, 新井潤, 鈴木考治, 陶経緯, 鈴木英雄. 慢性膵炎による膵外分泌機能

不全に投与したパンクレリパーゼが有効と考えられた 1 例. 消化と吸収 35(3):309-312, 

2013 

 

 

病院診療研究グループ（救急医学・集中治療学）	
 

1) 英文論文	
 

1. Akter S, Jesmin S, Rahman MM, Islam MM, Khatun MT, Yamaguchi N, Akashi H, Mizutani 

T. Higher gravidity and parity are associated with increased prevalence of metabolic 

syndrome among rural Bangladeshi women. PLoS One 8(8):e68319, 2013 

2. Donnelly SM, Nguyen BT, Rhyne S, Estes J, Jesmin S, Mowa CN. Vascular endothelial 

growth factor induces growth of uterine cervix and immune cell recruitment in mice. J 
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Endocrinol 217(1):83-94, 2013 

3. Jesmin S, Akter S, Rahman MM, Islam MM, Islam AM, Sultana SN, Mowa CN, Yamaguchi 

N, Okazaki O, Kawano S, Kimura S, Hiroe M, Mizutani T, Moroi M. Disruption of 

components of vascular endothelial growth factor angiogenic signalling system in metabolic 

syndrome. Findings from a study conducted in rural Bangladeshi women. Thromb Haemost 

109(4):696-705, 2013 

4. Jesmin S, Islam AS, Akter S, Islam MM, Sultana SN, Yamaguchi N, Okazaki O, Moroi M, 

Hiroe M, Kimura S, Watanabe T, Kawano S, Mizutani T. Metabolic syndrome among pre- 

and post-menopausal rural women in Bangladesh: result from a population-based study. 

BMC Res Notes 6(1):157, 2013 

5. Jesmin S, Wada T, Gando S, Sultana SS, Zaedi S. The dynamics of angiogenic factors and 

their soluble receptors in relation to organ dysfunction in disseminated intravascular 

coagulation associated with sepsis. Inflammation 36(1):186-196, 2013 

6. Moroi M, Akter S, Nakazato R, Kunimasa T, Masai H, Furuhashi T, Fukuda H, Koda E, Sugi 

K, Jesmin S. Lower ratio of high-molecular-weight adiponectin level to total may be 

associated with coronary high-risk plaque. BMC Res Notes 6:83, 2013 

7. Nishino T, Ishii T, Yanai T, Chang F, Ochiai N. Cartilage Repair by Joint Distraction and 

Motion Using an External Fixator for Massive Cartilage Defect. Open Journal of 

Orthopedics 3(1):35-40, 2013 

8. Nishino T, Mishima H, Kawamura H, Shimizu Y, Miyakawa S, Ochiai N. Follow-up results 

of 10-12 years after total hip arthroplasty using cementless tapered stem -- frequency of 

severe stress shielding with synergy stem in Japanese patients. J Arthroplasty 

28(10):1736-1740, 2013 

9. Sakuramoto H, Shimojo N, Jesmin S, Unoki T, Kamiyama J, Oki M, Miya K, Kawano S, 

Mizutani T. Repeated open endotracheal suctioning causes gradual desaturation but does not 

exacerbate lung injury compared to closed endotracheal suctioning in a rabbit model of 

ARDS. BMC Anesthesiol 13(1):47, 2013 

10. Tajiri K, Shimojo N, Sakai S, Machino-Ohtsuka T, Imanaka-Yoshida K, Hiroe M, Tsujimura 

Y, Kimura T, Sato A, Yasutomi Y, Aonuma K. Pitavastatin regulates helper T-cell 

differentiation and ameliorates autoimmune myocarditis in mice. Cardiovasc Drugs Ther 

27(5):413-424, 2013 

11. Wada T, Gando S, Mizugaki A, Yanagida Y, Jesmin S, Yokota H, Ieko M. 

Coagulofibrinolytic changes in patients with disseminated intravascular coagulation 
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associated with post-cardiac arrest syndrome--fibrinolytic shutdown and insufficient 

activation of fibrinolysis lead to organ dysfunction. Thromb Res 132(1):e64-69, 2013 

12. Wada T, Jesmin S, Gando S, Yanagida Y, Mizugaki A, Sultana SN, Zaedi S, Yokota H. The 

role of angiogenic factors and their soluble receptors in acute lung injury (ALI)/ acute 

respiratory distress syndrome (ARDS) associated with critical illness. J Inflamm (Lond) 

10(1):6, 2013 

13. Yanagida Y, Gando S, Sawamura A, Hayakawa M, Uegaki S, Kubota N, Homma T, Ono Y, 

Honma Y, Wada T, Jesmin S. Normal prothrombinase activity, increased systemic thrombin 

activity, and lower antithrombin levels in patients with disseminated intravascular 

coagulation at an early phase of trauma: comparison with acute coagulopathy of 

trauma-shock. Surgery 154(1):48-57, 2013 

14. Yeasmin L, Akter S, Shahidul Islam AM, Mizanur Rahman M, Akashi H, Jesmin S. Targeted 

interventions of ultra-poor women in rural Rangpur, Bangladesh: do they make a difference 

to appropriate cooking practices, food habits and sanitation? J Biosoc Sci doi: 

10.1017/S0021932013000667, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 河野了, 中川大嗣, 宮顕, 下條信威, 西野衆文, 萩谷圭一, 水谷 太郎, 安田貢. 頭部外傷に

合併した遷延性低ナトリウム血症の 1 例. 日本救急医学会関東地方会雑誌 

34(2):292-294, 2013 

2. 後藤幸子, 藤野裕士, 水谷太郎, 岡元和文. 医学教育における集中治療医学に関する講

義・実習時間等の実態調査. 日本集中治療医学会雑誌 20(2):299-302, 2013 

3. 田村高志, 氏家良人, 丸藤哲, 公文啓二, 野々木宏, 水谷太郎, 木下順弘, 杉澤栄, 石川雅

巳, 貝沼関志, 立野淳子, 橋本圭司. 日本集中治療医学会評議員の所属施設における臨

床倫理に関する現状調査. 日本集中治療医学会雑誌 20(2):307-319, 2013 

4. 馬乘園伸一, 知花香織, 櫻本秀明, 萩谷圭一, 川上康, 水谷 太郎. 搬送用ベンチレータと

しての TrilogyO2の性能評価. 人工呼吸 30(2):225-227, 2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 盛直久, 水谷太郎. 第 16章－１. 人工呼吸中のモニタ（その１）; "3学会合同呼吸療法

認定士 認定講習会テキスト (改訂 2013 第 18刷)” (編集 3学会合同呼吸療法認定士認

定委員会テキスト編集委員会), 3 学会合同呼吸療法認定士認定委員会事務局 (東京) 

2013; pp413-427 
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2. 水谷太郎, 萩谷圭一. 第 3部. 中毒治療の原則、解熱鎮痛薬中毒; "今日の治療と看護 (改

訂第 3版)” (編集 永井良三, 大田健), 南江堂 (東京) 2013; pp981-983 

 

 

病院診療研究グループ（医療情報部）	
 

2) 英文以外の論文	
 

1. 楠岡英雄, 梅里良正, 大原信, 岸真司, 小塚和人, 高橋静子, 土屋文人, 松村泰志, 石川澄. 

病院情報システムに伴い発生したインシデントとその対策. 医療情報学連合大会論文

集 33回:70-71, 2013 

2. 佐藤真子, 星本弘之, 高野雄二, 大塚由貴, 山中土佐雄, 大原信. 院内文書の電子化とそ

の運用結果の評価について. 診療情報管理 25(2):195, 2013 

3. 津久間秀彦, 石川澄, 田中武志, 池内実, 楠岡英雄, 梅里良正, 岸真司, 土屋文人, 大原信, 

高橋静子, 村上典子, 松村泰志, 小塚和人. 医療安全の観点から見た医療プロセス電子

化の評価. 医療情報学 33(4):201-210, 2013 

4. 星本弘之, 佐藤真子, 山中土佐雄, 鈴木将貴, 大原信, 五十嵐徹也. 電子カルテデータに

よる臨床・経営指標のリアルタイム算出可能性の検討. 医療情報学連合大会論文集 33

回:542-545, 2013 

 

4) 英文以外の著書 

1. 星本弘之. 4.4.2. 特定健診; "医療情報	
 医療情報システム編 (第 2版)” (編集 一般社団

法人日本医療情報学会医療情報技師育成部会), 篠原出版社 (東京) 2013; pp299-302 

 

 

病院診療研究グループ（手術部）	
 

1) 英文論文	
 

1. Akashi Y, Oda T, Ohara Y, Miyamoto R, Hashimoto S, Enomoto T, Yamada K, Kobayashi A, 

Fukunaga K, Ohkochi N. Histological advantages of the tumor graft: a murine model 

involving transplantation of human pancreatic cancer tissue fragments. Pancreas 

42(8):1275-1282, 2013 

2. Maruyama T, Murata S, Takahashi K, Tamura T, Nozaki R, Ikeda N, Fukunaga K, Oda T, 

Sasaki R, Ohkohchi N. Platelet transfusion improves liver function in patients with chronic 

liver disease and cirrhosis. Tohoku J Exp Med 229(3):213-220, 2013 

3. Ogawa K, Kondo T, Tamura T, Matsumura H, Fukunaga K, Oda T, Ohkohchi N. Influence of 
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Kupffer cells and platelets on ischemia-reperfusion injury in mild steatotic liver. World J 

Gastroenterol 19(9):1396-1404, 2013 

4. Ohara Y, Oda T, Sugano M, Hashimoto S, Enomoto T, Yamada K, Akashi Y, Miyamoto R, 

Kobayashi A, Fukunaga K, Morishita Y, Ohkohchi N. Histological and prognostic importance 

of CD44(+) /CD24(+) /EpCAM(+) expression in clinical pancreatic cancer. Cancer Sci 

104(8):1127-1134, 2013 

5. Oshiro Y, Sasaki R, Fukunaga K, Kondo T, Oda T, Takahashi H, Ohkohchi N. 

Inflammation-based prognostic score is a useful predictor of postoperative outcome in 

patients with extrahepatic cholangiocarcinoma. J Hepatobiliary Pancreat Sci 20(3):389-395, 

2013 

6. Satsumae T, Yamaguchi H, Inomata S, Tanaka M. Magnesium sulfate attenuates tourniquet 

pain in healthy volunteers. J Anesth 27(2):231-235, 2013 

7. Tokuwaka J, Takahashi S, Tanaka M. Anaphylaxis after sugammadex administration. Can J 

Anesth 60(7):733-734, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 高橋伸二. 成人心臓 2012文献レビュー. Cardiovascular Anesthesia 17:71-77, 2013 

2. 徳若純子, 山下創一郎, 高橋伸二, 田中誠. 心室中隔欠損症と肺動脈狭窄症を合併した

18 トリソミー患者の胃食道逆流症に対する腹腔鏡下噴門形成術の麻酔経験. 麻酔 

62(3):326-329, 2013 

3. 藤田規彦, 高橋宏, 左津前剛, 高橋伸二, 寺田えり子, 澤田幸子, 大河内信弘. 手術室への

患者歩行入室が麻酔導入までの時間に及ぼす影響. 日本手術医学会誌 34(2):141-144, 

2013 

4. 星拓男. オキシマスク™及び単純顔マスクによる酸素投与時の吸入酸素分画及び二酸

化炭素分圧. 日本集中治療医学会誌 20(4):643-644, 2013	
  

5. 村田雄哉, 高橋宏, 徳若純子, 田中誠. 麻酔器の気化器接続部からのリーク. 麻酔 

62(12):1472-1475, 2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 高橋伸二. 第 2部 第 5章. 心不全による心原性肺水腫の戦略ガイド; "人工呼吸療法パ

ワーアップガイド (第 1 版)” (編集 中根正樹), MC メディカ出版 (大阪) 2013; 

pp180-190 
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病院診療研究グループ（リハビリテーション部）	
 

1) 英文論文 

1. Kawamoto H, Kamibayashi K, Nakata Y, Yamawaki K, Ariyasu R, Sankai Y, Sakane M, 

Eguchi K, Ochiai N. Pilot study of locomotion improvement using hybrid assistive limb in 

chronic stroke patients. BMC Neurol 13:141, 2013 

2. Kubota S, Nakata Y, Eguchi K, Kawamoto H, Kamibayashi K, Sakane M, Sankai Y, Ochiai 

N. Feasibility of rehabilitation training with a newly developed wearable robot for patients 

with limited mobility. Arch Phys Med Rehabil 94(6):1080-1087, 2013 

 

4) 英文以外の著書 

1. 江口清. I-1. 脳卒中; "今日のリハビリテーション指針 (第 1版)” (編集 伊藤利之, 江藤

文夫, 木村影男), 医学書院 (東京) 2013; pp2-10 

 

 

病院診療研究グループ（輸血部）	
 

1) 英文論文 

1. Lee SY, Kurita N, Yokoyama Y, Seki M, Hasegawa Y, Okoshi Y, Chiba S. 

Glucocorticoid-induced diabetes mellitus in patients with lymphoma treated with CHOP 

chemotherapy. Support Care Cancer doi: 10.1007/s00520-013-2097-8, 2013 

2. Maie K, Okoshi Y, Takaiwa N, Kurita N, Hasegawa Y, Homma M, Ishii K, Kohda Y, Chiba S. 

Aprepitant does not alter prednisolone pharmacokinetics in patients treated with R-CHOP. 

Ann Oncol doi: 10.1093/annonc/mdt477, 2013 

3. Sakamoto T, Obara N, Kurita N, Sakata-Yanagimoto M, Nishikii H, Yokoyama Y, Suzukawa 

K, Hasegawa Y, Chiba S. Effectiveness and safety of rabbit anti-thymocyte globulin in 

Japanese patients with aplastic anemia. Int J Hematol 98(3):319-322, 2013 

 

2) 英文以外の論文 

1. 周山拓也, 小原直, 河合弘二, 山田健二, 日下部学, 栗田尚樹, 錦井秀和, 横山泰久, 鈴川

和己, 長谷川雄一, 野口雅之, 千葉滋. 精巣胚細胞腫瘍由来の発症が示唆された急性骨

髄性白血病. 臨床血液 54(8):764-768, 2013 

 

4) 英文以外の著書 
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1. 長谷川雄一. 第 V章. 血小板/好中球減少症; "別冊日本臨床	
 新領域別症候群シリーズ	
 

No.22	
 血液症候群 Ⅱ (第 2版)” (編集 田村和夫), 日本臨床社 (大阪) 2013; pp389-392 

2. 長谷川雄一. 第 V 章. 偽性血小板減少症; "別冊日本臨床	
 新領域別症候群シリーズ	
 

No.22	
 血液症候群 Ⅱ (第 2版)” (編集 田村和夫), 日本臨床社 (大阪) 2013; pp408-411 

 

 

病院診療研究グループ（光学医療診療部）	
 

1) 英文論文	
 

1. Indo HP, Nakanishi I, Yen HC, Nyui M, Manda S, Matsumoto K, Anzai K, Ikota N, Matsui 

H, Minamiyama Y, Nakajima A, Ichikawa I, Ozawa T, Mukai C, Majima HJ. Comparison of 

in Vivo and in Vitro Antioxidative Parameters for Eleven Food Factors.,. RSC Adv 

3:4535-4538, 2013 

2. Saito R, Suzuki H, Yamada T, Endo S, Moriwaki T, Ueno T, Hirose M, Hirai S, Yamato K, 

Mizokami Y, Hyodo I. Predicting skin toxicity according to EGFR polymorphisms in 

patients with colorectal cancer receiving antibody against EGFR. Anticancer Res 

33(11):4995-4998, 2013 

3. Sakaki N, Ashida K, Mizokami Y, Chiba T, Matsui S, Kanto T, Uemura N, Hiramatsu N, 

Sugano K. Endoscopic evaluation of low-dose aspirin-induced gastric and duodenal ulcers 

during prophylaxis with lansoprazole. Hepatogastroenterology 60(124):762-767, 2013 

4. Sha S, Vong LB, Chonpathompikunlert P, Yoshitomi T, Matsui H, Nagasaki Y. Suppression 

of NSAID-induced small intestinal inflammation by orally administered redox nanoparticles. 

Biomaterials 34(33):8393-8400, 2013 

5. Suzuki H, Kaneko T, Mizokami Y, Narasaka T, Endo S, Matsui H, Yanaka A, Hirayama A, 

Hyodo I. Therapeutic efficacy of the Qing Dai in patients with intractable ulcerative colitis. 

World J Gastroenterol 19(17):2718-2722, 2013 

6. Tamura M, Matsui H, Kaneko T, Hyodo I. Alcohol is an oxidative stressor for gastric 

epithelial cells: detection of superoxide in living cells. J Clin Biochem Nutr 53(2):75-80, 

2013 

7. Tamura M, Matsui H, Nagano YN, Kaneko T, Indo HP, Majima HJ, Hyodo I. Salt is an 

oxidative stressor for gastric epithelial cells. J Physiol Pharmacol 64(1):89-94, 2013 

8. Tamura M, Matsui H, Tomita T, Sadakata HP, Indo H, Majima H, Kaneko T, Hyodo I. 

Mitochondrial reactive oxygen species accelerate gastric cancer cell invasion. J Clin 

Biochem Nutr doi: 10.3164/jcbn.13-36, 2013 
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9. Tamura M, Yanagawa F, Sugiura S, Takagi T, Sumaru K, Matsui H, Kanamori T. Optical cell 

picking in photodegrable hydrogels based on cellular morphology in 3D culture environment. 

Proc mTAS:1929–1931, 2013	
  

10. Vong LB, Yoshitomi T, Morikawa K, Saito S, Matsui H, Nagasaki Y. Oral nanotherapeutics: 

effect of redox nanoparticle on microflora in mice with dextran sodium sulfate-induced 

colitis. J Gastroenterol doi: 10.1007/s00535-013-0836-8, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 今西真実子, 金子剛, 浜野由花子, 小林真理子, 菅谷明徳, 圷大輔, 小林克誠, 越智大介, 

遠藤慎治, 奈良坂俊明, 鈴木英雄, 添田敦子, 溝上裕士, 兵頭一之介. 内視鏡的切除をし

えた巨大小腸ポリープの 1例. Gastroenterological Endoscopy 55(Suppl.1):1222, 2013 
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7. 永井恵, 植田敦志, 森本まどか, 永山和宜, 西尾龍太, 山縣邦弘. 症例による透析患者の

画像診断	
 脾腎シャントによる portal-systemic encephalopathy を呈した血液透析患者

の 1例. 臨床透析 29(3):337-342, 2013 

8. 根本清貴, 太刀川弘和, 鈴木英雄, 堀孝文, 谷中昭典, 兵頭一之介, 朝田隆. 研究と報告 

過敏性腸症候群の重症度と不安・抑うつ症状との関連. 精神医学 55(4):327-335, 2013 

9. 福本敦, 谷中昭典. 全バナナ食はマウスにおいてスギ花粉により惹起される腹腔内好

酸球比率の増加を抑制する. 機能性食品と薬理栄養 7(5):411-420, 2013 

10. 益子良太, 中居康展, 原拓真, 今井資, 松原鉄平, 松田真秀, 上村和也, 小松洋治, 松村

明. 錐体骨部特発性内頸動脈解離に対するステント留置術の 1例. 脳神経外科ジャー

ナル 22(7):557-561, 2013 

11. 松原鉄平, 松田真秀, 益子良太, 上村和也, 小松洋治, 松村明. 多発性未破裂脳動脈瘤の

経過観察中に生じた新生動脈瘤破裂によるくも膜下出血の 1 例. 脳卒中の外科 

41(1):56-59, 2013 

12. 谷中昭典. 【機能性食品と健康長寿】 アブラナ科野菜の摂食による消化管疾患の予

防	
 スルフォラファンによる胃癌の予防. 内分泌・糖尿病・代謝内科 36(4):323-329, 2013 

	
 

4) 英文以外の著書 
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1. 植田敦志. 各論 4. 腹膜透析患者の精神・心理; "Modern Physician (第 9号)” (編集 政金

生人), 新興医学出版社 (東京) 2013; pp1109-1113 

 

 

土浦市地域臨床教育ステーション	
 

1) 英文論文	
 

1. Ano S, Morishima Y, Ishii Y, Kawaguchi M, Matsuno Y, Hizawa N. Defecation-related 

asthma. Intern Med 52(6):685-687, 2013 

2. Ano S, Morishima Y, Ishii Y, Yoh K, Yageta Y, Ohtsuka S, Matsuyama M, Kawaguchi M, 

Takahashi S, Hizawa N. Transcription factors GATA-3 and RORgammat are important for 

determining the phenotype of allergic airway inflammation in a murine model of asthma. J 

Immunol 190(3):1056-1065, 2013 

3. Hanyu T, Watanabe M, Masatomi T, Nishida K, Nakagawa T, Nishiura Y, Ohi H. Reliability, 

validity, and responsiveness of the Japanese version of the patient-rated elbow evaluation. J 

Orthop Sci 18(5):712-719, 2013 

4. Morishima Y, Ano S, Ishii Y, Ohtsuka S, Matsuyama M, Kawaguchi M, Hizawa N. 

Th17-associated cytokines as a therapeutic target for steroid-insensitive asthma. Clin Dev 

Immunol 2013:609395, 2013 

5. Ogawa T, Ochiai N, Nishiura Y, Tanaka T, Hara Y. A new treatment strategy for Kienbock's 

disease: combination of bone marrow transfusion, low-intensity pulsed ultrasound therapy, 

and external fixation. J Orthop Sci 18(2):230-237, 2013 

6. Sakurai H, Morishima Y, Itoguchi N, Ohtsuka S, Yamadori I, Oto T, Ishii Y, Sakamoto T, 

Noguchi M, Hizawa N. Broncho-bronchiolitis obliterans after living-donor lung 

transplantation: a unique manifestation of chronic allograft rejection. Transplantation 

96(4):e29-30, 2013 

7. Yageta Y, Ishii Y, Morishima Y, Ano S, Ohtsuka S, Matsuyama M, Takeuchi K, Itoh K, 

Yamamoto M, Hizawa N. Carbocisteine Reduces Viral-Induced Pulmonary Inflammation in 

Mice Exposed to Cigarette Smoke. Am J Respir Cell Mol Biol doi: 

10.1165/rcmb.2012-0292OC, 2013 

 

2) 英文以外の論文 

1. 西浦康正. 【手の外科-最新の話題-】 (Part2)臨床	
 治療	
 手外科における痛みの諸問

題	
 CRPSについて. Bone Joint Nerve 3(2):281-286, 2013 



	
 161	
 

2. 原友紀, 西浦康正, 落合直之. 頸肋に起始した小斜角筋により胸郭出口症候群を呈した

1例. 末梢神経 24(1):120-125, 2013 

3. 松山政史, 石井幸雄, 檜澤伸之. 非結核性抗酸菌症の最新知見	
 免疫	
 肺 MAC症と免

疫. 呼吸 32(3):238-243, 2013 

4. 松山政史, 石井幸雄, 檜澤伸之, 小川賢二. 増加する MAC症の制御を目指して 遺伝子

改変マウスを用いた肺 MAC症病態生理の解明. 結核 88(3):359-362, 2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 西浦康正. 第 11章. Ⅱ主な疾病と診療	
 ４末梢神経の損傷と障害; "臨床病態学３ (第 2

版)” (編集 北村聖), ヌーベルヒロカワ (東京) 2013; pp81-90 

2. 松山政史, 石井幸雄. 肺MAC症における Th1細胞の役割; "肺MAC症診療 Up to Date 

(第 1版)” (編集 倉島篤行, 小川賢二), 南江堂 (東京) 2013; pp130-131 

 

 

茨城県小児地域医療教育ステーション	
 

1) 英文論文 

1. Cuneo BF, Etheridge SP, Horigome H, Sallee D, Moon-Grady A, Weng HY, Ackerman MJ, 

Benson DW. Arrhythmia phenotype during fetal life suggests long-QT syndrome genotype: 

risk stratification of perinatal long-QT syndrome. Circ Arrhythm Electrophysiol 

6(5):946-951, 2013 

2. Cuneo BF, Strasburger JF, Yu S, Horigome H, Hosono T, Kandori A, Wakai RT. In utero 

diagnosis of long QT syndrome by magnetocardiography. Circulation 128(20):2183-2191, 

2013 

3. Kawamura M, Ohno S, Naiki N, Nagaoka I, Dochi K, Wang Q, Hasegawa K, Kimura H, 

Miyamoto A, Mizusawa Y, Itoh H, Makiyama T, Sumitomo N, Ushinohama H, Oyama K, 

Murakoshi N, Aonuma K, Horigome H, Honda T, Yoshinaga M, Ito M, Horie M. Genetic 

background of catecholaminergic polymorphic ventricular tachycardia in Japan. Circ J 

77(7):1705-1713, 2013 

4. Shimojima K, Tanaka R, Shimada S, Sangu N, Nakayama J, Iwasaki N, Yamamoto T. A novel 

homozygous mutation of GJC2 derived from maternal uniparental disomy in a female patient 

with Pelizaeus-Merzbacher-like disease. J Neurol Sci 330(1-2):123-126, 2013 

5. Takanashi J, Nitta N, Iwasaki N, Saito S, Tanaka R, Barkovich AJ, Aoki I. Neurochemistry in 

shiverer mouse depicted on MR spectroscopy. J Magn Reson Imaging doi: 
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10.1002/jmri.24306，2013  

6. Tokunaga C, Hiramatsu Y, Kanemoto S, Takahashi-Igari M, Abe M, Horigome H, Sakakibara 

Y. Effects of landiolol hydrochloride on intractable tachyarrhythmia after pediatric cardiac 

surgery. Ann Thorac Surg 95(5):1685-1688, 2013 

7. Tsukada T, Hiramatsu Y, Kanemoto S, Lin L, Takahashi-Igari M, Horigome H, Matsushita S, 

Sakakibara Y. Nontraditional placement of an implantable cardioverter-defibrillator in a 

heterotaxy patient after the completion of total cavopulmonary connection. J Artif Organs 

16(4):495-497, 2013 

8. Yoshinaga M, Kucho Y, Sarantuya J, Ninomiya Y, Horigome H, Ushinohama H, Shimizu W, 

Horie M. Genetic characteristics of children and adolescents with long-QT syndrome 

diagnosed by school-based electrocardiographic screening programs. Circ Arrhythm 

Electrophysiol doi: 10.1161/CIRCEP.113.000426, 2013 

9. Yoshinaga M, Ushinohama H, Sato S, Tauchi N, Horigome H, Takahashi H, Sumitomo N, 

Kucho Y, Shiraishi H, Nomura Y, Shimizu W, Nagashima M. Electrocardiographic screening 

of 1-month-old infants for identifying prolonged QT intervals. Circ Arrhythm Electrophysiol 

6(5):932-938, 2013 

	
 

2) 英文以外の論文 

1. 福留隆泰, 田中竜太, 安藤直樹, 本村政勝, 吉村俊朗, 佐々木征行, 西野一三, 東慶輝, 大

野欽司. Prednisoloneが有効だった小児期発症の limb-girdle型重症筋無力症の兄弟例. 

神経治療学 30(4):465-469, 2013 

2. 堀米仁志, 石川康宏, 加藤愛章, 中村昭宏, 岩本眞理, 住友直方, 吉永正夫. 独立成分分析

を用いた先天性QT延長症候群のT波の解析. 主成分分析との診断精度の比較. 日本心

臓病学会誌 8(1):14-25, 2013 

3. 前田潤, 古谷喜幸, 稲井慶, 小穴慎二, 梶野浩樹, 上砂光裕, 松裏裕行, 松岡瑠美子, 森克

彦, 須田憲治, 飯島正紀, 池原聡, 大木寛生, 金丸浩, 田内宣生, 中島弘道, 西原栄起, 濱岡

建城, 早渕康信, 堀米仁志, 桃井伸緒, 安田謙二, 横澤正人, 新垣義夫, 市田蕗子, 小野安

生, 小山耕太郎, 黒江兼司, 小林俊樹, 城尾邦隆, 白石公, 中川雅生, 野村裕一, 総崎直樹, 

村上智明, 安河内聰, 安田東始哲, 中西敏雄, 山岸敬幸, 日本小児循環器学会心血管疾患

の遺伝子疫学委員会. チアノーゼ性先天性心疾患における脳膿瘍の疫学	
 日本小児循

環器学会心血管疾患の遺伝子疫学委員会	
 平成 20年度-22年度研究課題報告. 日本小

児循環器学会雑誌 29(5):236-242, 2013 

4. 松澤明美, 田宮菜奈子, 柏木聖代, 田中竜太, 竹谷俊樹, 野村芳子. 障害者自立支援法導
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入による在宅障害児・者の母親の養育負担感の変化とその関連要因. 小児保健研究 

72(1):54-64, 2013 

	
 

4) 英文以外の著書 

1. 岩崎信明, 田中竜太, 林雅晴. Clinical Pathological Conference. 発達遅延、顔貌異常、難

聴を呈した 6歳男児; "小児神経学の進歩 42巻” (編集日本小児神経学会教育委員会), 

診断と治療社 (東京) 2013; pp86-105 

2. 榎園崇, 田中竜太, 大矢寧. 【理解して出そう	
 小児の検査-オーダー・手技・解釈】 第

9章. 神経	
 誘発筋電図(解説/特集); "小児科診療 76巻増刊” 診断と治療社 (東京) 2013; 

pp328-335 

3. 工藤豊一郎. 第 2章. 【予防接種 Q&A】 B型肝炎	
 無反応例	
 B型肝炎ワクチンの無

反応例とその対策について教えてください(Q&A/特集); "小児内科 45 巻増刊” (編集 

『小児内科』『小児外科』編集委員会), 東京医学社 (東京) 2013; pp579-580 

4. 工藤豊一郎. 第 2章. 【予防接種 Q&A】 A型肝炎	
 注意事項	
 小児に A型肝炎ワクチ

ンを接種する際の注意事項にはどのようなものがありますか(Q&A/特集); "小児内科 

45 巻増刊” (編集 『小児内科』『小児外科』編集委員会), 東京医学社 (東京) 2013; 

pp604-605 

5. 堀米仁志.【わかる心電図-病態に迫る判読のコツ】第 4章. 不整脈	
 QT延長症候群、

QT 短縮症候群(解説/特集); "小児科診療 76 巻 11 号” 診断と治療社 (東京) 2013; 

pp1779-1787 

6. 堀米仁志. 【古くて新しい心臓病-成人先天性心疾患】 成人先天性心疾患のチアノーゼ

(解説/特集); "成人病と生活習慣病 43巻 2号” 東京医学社 (東京) 2013; pp173-179 

7. 堀米仁志, 高橋一浩.【クローズアップ	
 新しい子どもの病気】 循環器疾患	
 最近急に

他科から問い合わせが多くなった疾患や病態	
 先天性 QT延長症候群 3型(解説/特集); 

"小児内科 45巻 6号” 東京医学社 (東京) 2013; pp1107-1110 

8. 吉永正夫, 泉田直己, 岩本眞理, 大也 牛ノ濱, 住友直方, 田内宣生, 高橋良明, 富田英, 長

嶋正實, 堀米仁志, 山内邦昭, 阿部勝巳, 新垣義夫, 上野倫彦, 太田邦雄, 佐藤誠一, 高木純

一, 立野滋, 檜垣高史, 市田蕗子, 白石裕比湖, 杉薫, 堀江稔. 日本小児循環器学会学校心

臓検診委員会. 器質的心疾患を認めない不整脈の学校生活管理指導ガイドライン; "日

本小児循環器学会雑誌 29巻 6号” 日本小児循環器学会 (東京) 2013; pp277-290 
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つくば市寄附講座総合周産期医学	
 

1) 英文論文 

1. Mayumi M, Obata-Yasuoka M, Ogura T, Hamada H, Miyazono Y, Yoshikawa H. Discordance in 

Pena-Shokeir phenotype/fetal akinesia deformation sequence in a monoamniotic twin. J Obstet 

Gynaecol Res 39(1):344-346, 2013 

 

2) 英文以外の論文 

1 小宮春奈, 小倉剛, 八木洋也, 安部加奈子, 永井優子, 小畠真奈, 濱田洋実, 吉川裕之. 

Interferon-α による周産期管理を行った妊娠中発症の本態性血小板血症合併妊娠の一

例. 日本周産期・新生児医学会雑誌 49(3):1050-1054, 2013 

 

4) 英文以外の著書 

1. 濱田洋実. 第 5章. 異常分娩の管理と処置	
 l.恥骨結合離開; "MFICU母体･胎児 ICUマ

ニュアル (第 2版)” (編集 MFICU(周産期医療)連絡協議会), メディカ出版 (大阪) 2013; 

pp379-38 

2. 濱田洋実. 巻頭トピックス. 妊娠と薬; "産科婦人科疾患最新の治療 2013-2015 (第 1版)” 

(編集 吉川史隆, 倉智博久, 平松祐司), 南江堂 (東京) 2013; pp18-23 

 

 

陽子線医学利用研究センター	
 

1) 英文論文 

1. Abei M, Okumura T, Fukuda K, Hashimoto T, Araki M, Ishige K, Hyodo I, Kanemoto A, 

Numajiri H, Mizumoto M, Sakae T, Sakurai H, Zenkoh J, Ariungerel G, Sogo Y, Ito A, Ohno 

T, Tsuboi K. A phase I study on combined therapy with proton-beam radiotherapy and in situ 

tumor vaccination for locally advanced recurrent hepatocellular carcinoma. Radiat Oncol 

8:239, 2013 

2. Aihara T, Morita N, Kamitani N, Kumada H, Ono K, Hiratsuka J, Harada T. Boron neutron 

capture therapy for advanced salivary gland carcinoma in head and neck. Int J Clin Oncol 

doi:10.1007/s10147-013-0580-3, 2013	
  

3. Hara T, Akutsu H, Yamamoto T, Ishikawa E, Matsuda M, Matsumura A. Cushing's disease 

presenting with gastrointestinal perforation: a case report. Endocrinol Diabetes Metab Case 

Rep 2013:130064, 2013 

4. Hara T, Matsuda M, Watanabe S, Nakai K, Yamamoto T, Matsumura A. Remote Cerebellar 
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Hemorrhage after Removal of a Supratentorial Glioma without Perioperative CSF Loss: A 

Case Report. Case Rep Surg 2013:305039, 2013 

5. Hashii H, Hashimoto T, Okawa A, Shida K, Isobe T, Hanmura M, Nishimura T, Aonuma K, 

Sakae T, Sakurai H. Comparison of the effects of high-energy photon beam irradiation (10 

and 18 MV) on 2 types of implantable cardioverter-defibrillators. Int J Radiat Oncol Biol 

Phys 85(3):840-845, 2013 

6. Hong Z, Kase Y, Moritake T, Gerelchuluun A, Sun L, Suzuki K, Terunuma T, Yasuoka K, 

Kumada H, Anzai K, Sakurai H, Sakae T, Tsuboi K. Lineal energy-based evaluation of 

oxidative DNA damage induced by proton beams and X-rays. Int J Radiat Biol 89(1):36-43, 

2013 

7. Isobe T, Mori Y, Takada K, Sato E, Sakurai H, Sakae T. Robust technique using an imaging 

plate to detect environmental radioactivity. Health Phys 104(4):362-365, 2013 

8. Isobe T, Mori Y, Takada K, Sato E, Takahashi H, Sekiguchi T, Yoshimura Y, Sakurai H, 

Sakae T. Evaluation of vegetables in Tsukuba for contamination with radioactive materials 

from the accident at Fukushima Daiichi nuclear power plant. Health Phys 105(4):311-317, 

2013 

9. Kanemoto A, Mizumoto M, Okumura T, Takahashi H, Hashimoto T, Oshiro Y, Fukumitsu N, 

Moritake T, Tsuboi K, Sakae T, Sakurai H. Dose-volume histogram analysis for risk factors 

of radiation-induced rib fracture after hypofractionated proton beam therapy for 

hepatocellular carcinoma. Acta Oncol 52(3):538-544, 2013 

10. Kanemoto A, Okumura T, Ishikawa H, Mizumoto M, Oshiro Y, Kurishima K, Homma S, 

Hashimoto T, Ohkawa A, Numajiri H, Ohno T, Moritake T, Tsuboi K, Sakae T, Sakurai H. 

Outcomes and prognostic factors for recurrence after high-dose proton beam therapy for 

centrally and peripherally located stage I non-small-cell lung cancer. Clin Lung Cancer doi: 

10.1016/j.cllc.2013.11.002, 2013 

11. Kase Y, Yamashita W, Matsufuji N, Takada K, Sakae T, Furusawa Y, Yamashita H, 

Murayama S. Microdosimetric calculation of relative biological effectiveness for design of 

therapeutic proton beams. J Radiat Res 54(3):485-493, 2013 

12. Kin H, Ishikawa E, Takano S, Ayuzawa S, Matsushita A, Muragaki Y, Aiyama H, Sakamoto 

N, Yamamoto T, Matsumura A. Language areas involving the inferior temporal cortex on 

intraoperative mapping in a bilingual patient with glioblastoma. Neurol Med Chir (Tokyo) 

53(4):256-258, 2013 

13. Makishima H, Ishikawa H, Terunuma T, Hashimoto T, Yamanashi K, Sekiguchi T, 
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Mizumoto M, Okumura T, Tsuboi K, Sakurai H. Comparison of adverse effects of proton and 

X-ray chemoradiotherapy for oesophageal cancer using an adaptive dose-volume histogram 

analysis. Eur J Cancer 49(2):S576, 2013 

14. Mizumoto M, Hashii H, Senarita M, Sakai S, Wada T, Okumura T, Tsuboi K, Sakurai H. 

Proton beam therapy for malignancy in Bloom syndrome. Strahlenther Onkol 

189(4):335-338, 2013 

15. Mizumoto M, Okumura T, Ishikawa E, Yamamoto T, Takano S, Matsumura A, Oshiro Y, 

Ishikawa H, Sakurai H, Tsuboi K. Reirradiation for recurrent malignant brain tumor with 

radiotherapy or proton beam therapy. Technical considerations based on experience at a 

single institution. Strahlenther Onkol 189(8):656-663, 2013 

16. Onuma K, Ishikawa E, Matsuda M, Hirata K, Osuka S, Yamamoto T, Masumoto T, 

Zaboronok A, Matsumura A. Clinical characteristics and neuroimaging findings in 12 cases 

of recurrent glioblastoma with communicating hydrocephalus. Neurol Med Chir (Tokyo) 

53(7):474-481, 2013 

17. Oshiro Y, Mizumoto M, Okumura T, Sugahara S, Fukushima T, Ishikawa H, Nakao T, 

Hashimoto T, Tsuboi K, Ohkawa H, Kaneko M, Sakurai H. Clinical results of proton beam 

therapy for advanced neuroblastoma. Radiat Oncol 8(1):142, 2013 

18. Oshiro Y, Okumura T, Mizumoto M, Fukushima T, Ishikawa H, Hashimoto T, Tsuboi K, 

Kaneko M, Sakurai H. Proton beam therapy for unresectable hepatoblastoma in children: 

survival in one case. Acta Oncol 52(3):600-603, 2013 

19. Oshiro Y, Sakurai H. The use of proton-beam therapy in the treatment of non-small-cell lung 

cancer. Expert Rev Med Devices 10(2):239-245, 2013 

20. Saito Y, Matsuzaki Y, Honda A, Iwamoto J, Ikegami T, Chiba T, Sugahara S, Okumura T, 

Tsujii H, Doy M, Tokuuye K. Post-therapeutic needle biopsy in patients with hepatocellular 

carcinoma is a useful tool to evaluate response to proton irradiation. Hepatol Res doi: 

10.1111/hepr.12133, 2013 

21. Sakakura K, Akutsu H, Yamamoto T, Masuda Y, Ishikawa E, Matsumura A. Trigeminal 

Neuralgia in a Patient with Marfan Syndrome: Case Report. Neurol Med Chir (Tokyo) 

doi:10.2176/nmc.cr.2013-0072, 2013  

22. Sakamoto N, Akutsu H, Takano S, Yamamoto T, Matsumura A. Useful 'sliding-lock-knot' 

technique for suturing dural patch to prevent cerebrospinal fluid leakage after extended 
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